
号

外

一�
令

和

四

年

十

月
十
二
日

���������������
目

次

条

例

○
岐
阜
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

条
例

(

人

事

課)

三
ペ
ー
ジ

○
岐
阜
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

(

情
報
シ
ス
テ
ム
課)

二
一

○
岐
阜
県
立
自
然
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

環
境
生
活
政
策
課)

二
二

○
岐
阜
県
民
生
委
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

地
域
福
祉
課)

二
七

○
岐
阜
県
公
の
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

(
障
害
福
祉
課)

二
七

○
岐
阜
県
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(
出
納
管
理
課)

二
七

◇
岐
阜
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例

(

条
例
第
三
三
号)

一

｢

国
家
公
務
員
法｣

等
の
一
部
改
正
に
鑑
み
、
国
家
公
務
員
に
準
じ
て
、
次
の
と
お
り
所
要

の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

１

岐
阜
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

一�
職
員
の
定
年
を
六
〇
歳
か
ら
六
五
歳
ま
で(

医
師
及
び
歯
科
医
師
に
つ
い
て
は
、
六
五

歳
か
ら
七
〇
歳
ま
で)

二
年
ご
と
に
一
歳
ず
つ
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

(

第
三
条
及
び
附
則
第
五
項
関
係)

二�
管
理
監
督
職
の
職
員
は
、
原
則
と
し
て
六
〇
歳
に
達
し
た
日
の
翌
日
か
ら
同
日
以
後
に

お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
、
管
理
監
督
職
以
外
の
職
に
降
任
又
は
転
任
さ
せ

る
こ
と
と
し
た
。(

第
六
条
〜
第
八
条
関
係)

三�
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
場
合
に
限
り
、
引
き
続
き
管
理
監
督
職
と
し
て

勤
務
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
特
例
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。(

第
九
条
〜
第
一
二
条
関
係)

四�
六
〇
歳
に
達
し
た
日
以
後
定
年
前
に
退
職
し
た
職
員
を
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
、
短
時

間
勤
務
の
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。(

第
一
三
条
及
び
第
一
四
条
関

係)

五�
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

一�
当
分
の
間
、
職
員
の
給
料
月
額
は
、
原
則
と
し
て
、
六
〇
歳
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る

最
初
の
四
月
一
日
以
後
、
当
該
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
職
務
の
級
及
び
号
給
に
応

じ
た
額
の
七
割
と
す
る
こ
と
と
し
た
。(

附
則
第
二
八
項
及
び
第
二
九
項
関
係)

二�
当
分
の
間
、
１
二�
に
よ
り
降
任
又
は
降
給
を
伴
う
転
任
を
し
た
職
員
の
給
料
月
額
は
、

当
該
降
任
等
を
す
る
前
の
給
料
月
額
の
七
割
水
準
と
す
る
こ
と
と
し
た
。(

附
則
第
三
〇
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項
〜
第
三
六
項
関
係)

三�
１
四�
に
よ
り
採
用
す
る
職
員
の
給
与
及
び
勤
務
条
件(

任
期
を
除
く
。)

は
、
現
行
の

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
同
様
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

四�
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

３

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
の
一
部
改
正

一�
当
分
の
間
、
六
〇
歳
に
達
し
た
日
以
後
定
年
前
に
退
職
し
た
職
員
の
退
職
手
当
は
、
定

年
を
理
由
と
す
る
退
職
と
同
様
に
算
定
す
る
こ
と
と
し
た
。(

附
則
第
一
八
項
〜
第
二
〇

項
関
係)

二�
２
一�
又
は
二�
に
よ
り
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
る
職
員
に
つ
い
て
、
減
額
前
の
給
料
月
額

が
退
職
日
の
給
料
月
額
よ
り
も
多
い
場
合
に
適
用
さ
れ
る
退
職
手
当
の
基
本
額
の
計
算
方

法
の
特
例
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。(

第
五
条
の
二
及
び
第
五
条
の
三
の
二
並
び
に
附

則
第
二
一
項
〜
第
二
四
項
関
係)

三�
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

４

｢

岐
阜
県
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例｣
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

５

定
年
の
段
階
的
な
引
上
げ
期
間
中
は
、
定
年
か
ら
六
五
歳
ま
で
の
間
の
経
過
措
置
と
し
て
、

現
行
の
再
任
用
制
度
と
同
様
の
暫
定
再
任
用
制
度
を
措
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

６

次
の
八
条
例
に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

一�
岐
阜
県
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例

二�
職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例

三�
岐
阜
県
教
育
職
員
の
給
与
そ
の
他
の
勤
務
条
件
の
特
例
に
関
す
る
条
例

四�
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例

五�
岐
阜
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

六�
岐
阜
県
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例

七�
岐
阜
県
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

八�
岐
阜
県
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
条
例

二

こ
の
条
例
は
、
一
部
を
除
き
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

条
例
第
三
四
号)

一

知
事
が
行
う
次
の
二
事
務
に
つ
い
て
、
個
人
番
号
及
び
必
要
な
特
定
個
人
情
報
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。(

別
表
第
一
関
係)

１

｢

清
流
の
国
ぎ
ふ
大
学
生
等
奨
学
金
条
例｣

に
よ
る
奨
学
金
の
貸
与
に
関
す
る
事
務

２

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎(

Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎
に
限
る
。)

の
患
者
に
対
す
る
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
事
務

二

県
の
内
部
に
お
い
て
、
知
事
が
保
有
す
る
一
定
の
特
定
個
人
情
報
を
一
１
の
事
務
の
処
理
の

た
め
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。(

別
表
第
二
関
係)

三

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
立
自
然
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

条
例
第
三
五
号)

一

｢

自
然
公
園
法｣

の
一
部
改
正
に
鑑
み
、
次
の
と
お
り
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

１

利
用
拠
点
の
質
の
向
上
の
た
め
の
協
議
会
の
設
置
及
び
計
画
の
認
定
に
係
る
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
と
し
た
。

一�
自
然
公
園
を
そ
の
区
域
に
含
む
市
町
村
は
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
集
団
施
設
地
区

そ
の
他
の
公
園
の
利
用
拠
点
と
な
る
区
域
に
つ
い
て
、
公
園
事
業
に
係
る
施
設
の
整
備
改

善
を
中
心
と
し
た
当
該
利
用
拠
点
の
質
の
向
上
の
た
め
の
整
備
改
善
に
関
し
必
要
な
協
議

を
行
う
た
め
の
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。(

第
八
条
の
七
関
係)

二�
一�
の
協
議
会
に
お
い
て
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
を
作
成
し
た
と
き
は
、
知
事
の
認
定

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。(

第
八
条
の
八
関
係)

三�
二�
の
認
定
を
受
け
た
計
画
に
係
る
利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
に
つ
い
て
、
公
園
事
業
の

執
行
に
係
る
認
可
等
の
特
例
を
定
め
る
と
と
も
に
、
特
別
地
域
等
に
お
け
る
行
為
に
係
る

許
可
等
を
要
し
な
い
こ
と
と
し
た
。(

第
八
条
の
一
一
、
第
九
条
、
第
一
〇
条
及
び
第
一

九
条
関
係)

２

質
の
高
い
自
然
体
験
活
動
の
促
進
の
た
め
の
協
議
会
の
設
置
及
び
計
画
の
認
定
に
係
る
制

度
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
た
。

一�
自
然
公
園
を
そ
の
区
域
に
含
む
市
町
村
は
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
質
の
高
い
自
然

体
験
活
動
の
促
進
に
関
し
必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
の
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
た
。(

第
二
三
条
の
六
関
係)

二�
一�
の
協
議
会
に
お
い
て
自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
を
作
成
し
た
と
き
は
、
知
事
の
認
定

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。(

第
二
三
条
の
七
関
係)

三�
二�
の
認
定
を
受
け
た
計
画
に
係
る
自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
に
つ
い
て
、
特
別
地
域
等

に
お
け
る
行
為
に
係
る
許
可
等
を
要
し
な
い
こ
と
と
し
た
。(

第
九
条
、
第
一
〇
条
及
び

第
一
九
条
関
係)

３

自
然
公
園
の
特
別
地
域
又
は
集
団
施
設
地
区
内
に
お
い
て
は
、
野
生
動
物(

鳥
類
又
は
哺

乳
類
に
限
る
。)
へ
の
餌
付
け
等
当
該
自
然
公
園
の
利
用
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
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行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
と
し
た
。(

第
二
三
条
関
係)

４

自
然
公
園
の
特
別
地
域
内
に
お
い
て
知
事
の
許
可
を
受
け
ず
に
工
作
物
の
新
築
等
の
行
為

を
し
た
と
き
の
罰
則
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。(

第
三
九
条
関
係)

５

次
の
場
合
は
、
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
こ
と
と
し
た
。(

第
四
三
条
関
係)

一�
１
二�
又
は
２
二�
の
認
定
を
受
け
た
者
が
、
計
画
の
実
施
状
況
等
に
関
し
、
知
事
が
求
め

た
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
立
入
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し

く
は
忌
避
し
、
若
し
く
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た

と
き
。

二�
職
員
の
指
示
に
従
わ
な
い
で
、
み
だ
り
に
３
の
行
為
を
し
た
と
き
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
民
生
委
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

条
例
第
三
六
号)

一

市
町
の
区
域
に
お
け
る
民
生
委
員
の
定
数
を
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。(

本
則
関
係)

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
一
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
公
の
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

条
例
第
三
七

号)

一

岐
阜
県
立
ひ
ま
わ
り
の
丘
の
障
害
者
支
援
施
設
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。(

別
表
第
一
及

び
別
表
第
三
関
係)

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

条
例
第
三
八
号)

一

次
の
方
法
に
よ
り
使
用
料
及
び
手
数
料
を
納
付
す
る
場
合
は
、
証
紙
徴
収
の
方
法
に
よ
ら
な

い
こ
と
と
し
た
。(

第
二
条
関
係)

１

自
ら
納
付
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
も
の
そ
の
他
の
情
報

通
信
技
術
を
利
用
す
る
も
の

２

指
定
納
付
受
託
者
に
当
該
使
用
料
又
は
手
数
料
の
納
付
を
委
託
し
て
納
付
す
る
方
法

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

条

例

岐
阜
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
十
月
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
三
十
三
号

岐
阜
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例

(

岐
阜
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

第
一
条

岐
阜
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例(

昭
和
五
十
九
年
岐
阜
県
条
例
第
十
九
号)

の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
の
次
に
次
の
目
次
及
び
章
名
を
付
す
る
。

目
次第

一
章

総
則(

第
一
条)

第
二
章

定
年
制
度(

第
二
条
―
第
五
条)

第
三
章

管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制(

第
六
条
―
第
十
二
条)

第
四
章

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制(

第
十
三
条
・
第
十
四
条)

第
五
章

雑
則(

第
十
五
条)

附
則

第
一
章

総
則

第
一
条
中｢)

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
二
十
八
条
の
三｣

を｢

。
以

下｢

法｣

と
い
う
。)

第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
、
第
二

十
八
条
の
二
、
第
二
十
八
条
の
五
、
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
並
び
に
第
二
十
八

条
の
七
並
び
に
警
察
法(

昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号)

第
五
十
六
条
の
四
第
二
項｣

に
改

め
、
同
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
二
章

定
年
制
度

第
三
条
中｢

六
十
年｣

を｢

六
十
五
年｣

に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中｢

昭
和
三
十
二
年
岐
阜
県

条
例
第
二
十
九
号｣

の
下
に｢

。
以
下｢

給
与
条
例｣

と
い
う
。｣

を
加
え
、｢

六
十
五
年｣

を｢

七

十
年｣
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中

｢

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る｣

を

｢

に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る｣

に
、

｢

そ
の
職
員
に｣
を｢

同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
職
員
に｣

に
、｢

そ
の
職
員
を
当
該｣

を｢

当
該
職
員
を
当
該
定
年
退
職
日
に
お
い
て
従
事
し
て
い
る｣

に
、｢

引
き
続
い
て｣

を｢

、
引

き
続
き｣

に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。
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た
だ
し
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間(

同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
異
動
期
間
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。)(

同
条
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。)

を
延
長
し
た
職
員
で
あ
つ
て
、
定
年
退
職
日
に
お
い
て
管
理
監
督
職(

第
六
条
に
規
定
す
る
職
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
章
に
お
い
て
同
じ
。)

を
占
め
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
九
条

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
異
動
期
間
を
延
長
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
引
き
続
き
勤

務
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
た
と
き
に
限
る
も
の
と
し
、
当
該
期
限
は
、

当
該
職
員
が
占
め
て
い
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を

超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中｢
そ
の｣

を｢

当
該｣

に
改
め
、｢

に
よ
り｣

の
下
に｢

生
ず
る
欠
員

を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
ず｣
を
加
え
、｢

と
き｣

を｢

こ
と｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

｢

、
そ
の｣

を｢

、
当
該｣

に
、｢

に
よ
る｣
を｢

に
よ
り
生
ず
る｣

に
、｢

で
き
な
い
と
き｣

を

｢

で
き
ず
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ
と｣

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

｢

そ
の｣

を

｢

当
該｣

に
、｢

と
き｣

を｢

こ
と｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中｢

前
項
の
事
由｣

を｢

前
項
各
号

に
掲
げ
る
事
由｣

に
、｢

存
す
る｣

を｢

あ
る｣

に
改
め
、｢

得
て
、｣

の
下
に｢

こ
れ
ら
の
期
限
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て｣

を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中｢

そ
の｣
を｢

当
該｣

に
改
め
、｢

定
年
退
職

日｣

の
下
に｢(

同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
職
員
が
占
め
て
い
る
管
理

監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日)｣

を
加
え
、
同
条
第
三
項
中｢
引
き
続
い
て｣

を｢

引
き
続
き｣

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中｢

任
命
権
者
は｣

の
下
に｢

、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
勤
務
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
職
員
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
期
限
が
延
長
さ
れ
た
職
員
に
つ
い
て｣

を
加
え
、

｢

第
一
項
の
事
由
が
存
し
な
く
な
つ
た｣

を｢

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
な
く
な
つ
た｣

に
、

｢

そ
の｣

を｢

当
該｣

に
、｢

繰
り
上
げ
て
退
職
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る｣

を｢

繰
り
上
げ
る
も
の

と
す
る｣

に
改
め
る
。

本
則
に
次
の
三
章
を
加
え
る
。

第
三
章

管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制

(

管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制
の
対
象
と
な
る
管
理
監
督
職)

第
六
条

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
職
は
、
次
に
掲
げ
る
職(

保
健
所
等
に
勤

務
す
る
医
師
及
び
歯
科
医
師
が
占
め
る
職
そ
の
他
の
そ
の
職
務
と
責
任
に
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
又

は
欠
員
の
補
充
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
同
項
本
文
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適

当
と
認
め
ら
れ
る
職
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
を
除
く
。)

と
す
る
。

一

給
与
条
例
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
管
理
職
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
が
占
め
る
職

(

岐
阜
県
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例(

昭
和
四
十
六
年
岐
阜
県
条
例
第
十
号)

附
則

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に
よ
り
管
理
職
手
当
を
支
給
さ

れ
る
職
員
が
占
め
る
職
を
含
む
。)

二

給
与
条
例
第
四
条
第
一
項
第
三
号
ロ
に
規
定
す
る
教
育
職
給
料
表
二�
及
び
同
号
ハ
に
規
定
す

る
教
育
職
給
料
表
三�
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
特
二
級
で
あ
る
も
の

が
占
め
る
職

三

国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
及
び
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
授

四

警
察
法
第
六
十
二
条
に
規
定
す
る
警
視
又
は
警
部
の
階
級
に
あ
る
岐
阜
県
警
察
の
警
察
官

(

第
一
号
に
掲
げ
る
職
を
除
く
。)

五

前
各
号
に
掲
げ
る
職
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
職
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る

職

(

管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢)

第
七
条

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
は
、
年
齢
六
十
年
と
す
る
。

た
だ
し
、
そ
の
職
務
と
責
任
に
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
又
は
欠
員
の
補
充
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
よ

り
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
を
年
齢
六
十
年
と
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
管

理
監
督
職
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
の
管
理
監
督
職
勤
務

上
限
年
齢
は
、
六
十
年
を
超
え
六
十
四
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
年

齢
と
す
る
。

(

他
の
職
へ
の
降
任
等
を
行
う
に
当
た
つ
て
遵
守
す
べ
き
基
準)

第
八
条

任
命
権
者
は
、
法
第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
他
の
職
へ
の
降
任
等(

以
下
こ

の
章
に
お
い
て｢

他
の
職
へ
の
降
任
等｣

と
い
う
。)

を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
法
第
十
三
条
、

第
十
五
条
、
第
二
十
三
条
の
三
、
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
五
十
六
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

次
に
掲
げ
る
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
職
員
の
人
事
評
価
の
結
果
又
は
勤
務
の
状
況
及
び
職
務
経
験
等
に
基
づ
き
、
降
任
又
は

転
任(

降
給
を
伴
う
転
任
に
限
る
。)(

以
下
こ
の
条
及
び
第
十
条
に
お
い
て｢

降
任
等｣

と
い

う
。)

を
し
よ
う
と
す
る
職
の
属
す
る
職
制
上
の
段
階
の
標
準
的
な
職
に
係
る
法
第
十
五
条
の

二
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
標
準
職
務
遂
行
能
力(

次
条
第
三
項
に
お
い
て｢

標
準
職
務
遂

行
能
力｣

と
い
う
。)

及
び
当
該
降
任
等
を
し
よ
う
と
す
る
職
に
つ
い
て
の
適
性
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
職
に
、
降
任
等
を
す
る
こ
と
。

二

人
事
の
計
画
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
た
上
で
、
管
理
監
督
職
以
外
の
職
又
は
管
理
監
督
職

勤
務
上
限
年
齢
が
当
該
職
員
の
年
齢
を
超
え
る
管
理
監
督
職
の
う
ち
で
き
る
限
り
上
位
の
職
制

上
の
段
階
に
属
す
る
職
に
、
降
任
等
を
す
る
こ
と
。
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三

当
該
職
員
の
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
す
る
際
に
、
当
該
職
員
が
占
め
て
い
た
管
理
監
督
職
が

属
す
る
職
制
上
の
段
階
よ
り
上
位
の
職
制
上
の
段
階
に
属
す
る
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員

(
以
下
こ
の
号
に
お
い
て｢

上
位
職
職
員｣

と
い
う
。)

の
他
の
職
へ
の
降
任
等
も
す
る
場
合
に

は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
従
つ
た
上
で
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
や
む
を
得
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
上
位
職
職
員
の
降
任
等
を
し
た
職
が
属
す
る
職
制
上
の
段
階

と
同
じ
職
制
上
の
段
階
又
は
当
該
職
制
上
の
段
階
よ
り
下
位
の
職
制
上
の
段
階
に
属
す
る
職
に
、

降
任
等
を
す
る
こ
と
。

２

前
項
の
規
定
は
、
警
察
法
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
任
命
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中｢
任
命
権
者｣

と
あ
る
の
は｢

岐
阜
県
警
察
本
部
長｣

と
、｢

法

第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
他
の
職
へ
の
降
任
等(

以
下
こ
の
章
に
お
い
て｢

他
の
職

へ
の
降
任
等｣

と
い
う
。)｣

と
あ
る
の
は｢
警
察
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定

地
方
警
務
官(

以
下
単
に｢

特
定
地
方
警
務
官｣

と
い
う
。)

に
対
し
、
同
法
第
五
十
六
条
の
四

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
任
命(

以
下｢

特
定
任
命｣
と
い
う
。)｣

と
、
同
項
各
号
中｢

職
員｣

と

あ
る
の
は｢

特
定
地
方
警
務
官｣

と
、
同
項
第
一
号
中｢
降
任
又
は
転
任(

降
給
を
伴
う
転
任
に

限
る
。)(

以
下
こ
の
条
及
び
第
十
条
に
お
い
て｢

降
任
等｣
と
い
う
。)｣

と
あ
る
の
は｢

特
定
任

命｣

と
、｢

降
任
等
を｣

と
あ
る
の
は｢

特
定
任
命
を｣

と
、
同
項
第
二
号
中｢

降
任
等｣

と
あ

る
の
は｢

特
定
任
命｣

と
、
同
項
第
三
号
中｢

他
の
職
へ
の
降
任
等｣
と
あ
る
の
は｢

特
定
任
命｣

と
、｢

降
任
等
を
し
た｣

と
あ
る
の
は｢

特
定
任
命
を
し
た｣

と
、｢
、
降
任
等｣

と
あ
る
の
は｢

、

特
定
任
命｣

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(

管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
等
及
び
管
理
監
督
職
へ
の
任
用
の
制
限
の
特
例)

第
九
条

任
命
権
者
は
、
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
す
べ
き
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、

次
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
職
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期

間(

当
該
管
理
監
督
職
に
係
る
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
達
し
た
日
の
翌
日
か
ら
同
日
以
後

に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。)

の
末
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内(

当
該
期
間
内
に
定
年
退
職
日
が
あ
る
職
員
に
あ
つ

て
は
、
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
定
年
退
職
日
ま
で
の
期
間
内
。
第
三
項
に
お
い
て
同

じ
。)

で
当
該
異
動
期
間
を
延
長
し
、
引
き
続
き
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
、
当
該
管

理
監
督
職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
職
務
が
高
度
の
知
識
、
技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
当
該
職
員

の
他
の
職
へ
の
降
任
等
に
よ
り
生
ず
る
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
ず
公
務
の
運
営

に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ
と
。

二

当
該
職
務
に
係
る
勤
務
環
境
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
特
殊
性
が
あ
る
た
め
、
当
該
職
員
の
他

の
職
へ
の
降
任
等
に
よ
り
生
ず
る
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
ず
公
務
の
運
営
に
著

し
い
支
障
が
生
ず
る
こ
と
。

三

当
該
職
務
を
担
当
す
る
者
の
交
替
が
当
該
業
務
の
遂
行
上
重
大
な
障
害
と
な
る
特
別
の
事
情

が
あ
る
た
め
、
当
該
職
員
の
他
の
職
へ
の
降
任
等
に
よ
り
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず

る
こ
と
。

２

任
命
権
者
は
、
前
項
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間(

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ

れ
た
期
間
を
含
む
。)

が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、
前
項
各
号
に
掲

げ
る
事
由
が
引
き
続
き
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
延
長
さ
れ
た
当

該
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内(

当
該
期
間
内
に
定
年
退

職
日
が
あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
定
年
退
職
日

ま
で
の
期
間
内
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。)

で
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
更
に
延
長
さ
れ
る
当
該
異
動
期
間
の
末
日
は
、
当
該
職
員
が
占
め
る

管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

任
命
権
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
き
、

他
の
職
へ
の
降
任
等
を
す
べ
き
特
定
管
理
監
督
職
群(

職
務
の
内
容
が
相
互
に
類
似
す
る
複
数
の

管
理
監
督
職
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
年
齢
別
構
成
そ

の
他
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
管
理
監
督
職
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
管
理
監
督
職
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)

に
属
す
る
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、
当
該

特
定
管
理
監
督
職
群
に
属
す
る
管
理
監
督
職
の
属
す
る
職
制
上
の
段
階
の
標
準
的
な
職
に
係
る
標

準
職
務
遂
行
能
力
及
び
当
該
管
理
監
督
職
に
つ
い
て
の
適
性
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員(

当

該
管
理
監
督
職
に
係
る
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
達
し
た
職
員
を
除
く
。)

の
数
が
当
該
管

理
監
督
職
の
数
に
満
た
な
い
等
の
事
情
が
あ
る
た
め
、
当
該
職
員
の
他
の
職
へ
の
降
任
等
に
よ
り

当
該
管
理
監
督
職
に
生
ず
る
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
ず
業
務
の
遂
行
に
重
大
な
障

害
が
生
ず
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
職
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
で
当
該
異
動
期
間
を
延
長
し
、
引
き
続
き
当
該
管

理
監
督
職
を
占
め
て
い
る
職
員
に
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務
を
さ
せ
、
又
は
当
該
職

員
を
当
該
管
理
監
督
職
が
属
す
る
特
定
管
理
監
督
職
群
の
他
の
管
理
監
督
職
に
降
任
し
、
若
し
く

は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

任
命
権
者
は
、
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間(

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り

延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。)

が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
前
項
に
規

( ) 令和４年10月12日 岐 阜 県 公 報 号 外 �５



定
す
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き(

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
を
更

に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
を
除
く
。)

、
又
は
前
項
若
し
く
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
異
動

期
間(
前
三
項
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。)

が
延
長
さ
れ
た
管
理

監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
前
項
に
規
定
す
る
事
由
が
引
き
続
き
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

を
超
え
な
い
期
間
内
で
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

異
動
期
間
の
延
長
等
に
係
る
職
員
の
同
意)

第
十
条

任
命
権
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
す
る
場
合
及
び
同
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
他
の
管
理
監
督
職
に
降
任
等
を
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
職
員
の
同
意
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

(

延
長
し
た
異
動
期
間
の
期
限
の
繰
上
げ)

第
十
一
条

任
命
権
者
は
、
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
し
た
場

合
に
お
い
て
、
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
到
来
前
に
同
条
第
四
項
の
規
定
を
適
用
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
当
該
異
動
期
間
の
期
限
を
繰
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

異
動
期
間
の
延
長
事
由
が
消
滅
し
た
場
合
の
措
置)

第
十
二
条

任
命
権
者
は
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該

異
動
期
間
の
末
日
の
到
来
前
に
当
該
異
動
期
間
の
延
長
の
事
由
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
他
の
職
へ

の
降
任
等
を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制

(

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
任
用)

第
十
三
条

任
命
権
者
は
、
年
齢
六
十
年
に
達
し
た
日
以
後
に
退
職(

臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員

そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
及
び
非
常
勤
職
員
が
退
職
す
る
場
合
を

除
く
。)

を
し
た
者(

以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て｢

年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者｣

と
い
う
。)

を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考

に
よ
り
、
短
時
間
勤
務
の
職(

当
該
職
を
占
め
る
職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
、

常
時
勤
務
を
要
す
る
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
と
同
種
の
職
を
占
め
る
職
員
の
一

週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
に
比
し
短
い
時
間
で
あ
る
職
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条

第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。)

に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者

が
そ
の
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
に
係
る
定
年
退
職
日
相
当
日(

短
時
間
勤
務

の
職
を
占
め
る
職
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
と
同
種

の
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
定
年
退
職
日
を
い
う
。)

を
経
過
し
た
者
で
あ

る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
四
条

任
命
権
者
は
、
前
条
本
文
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
県
が
構
成
団
体
で
あ
る
地
方
公
共
団

体
の
組
合
の
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
短
時
間
勤
務
の
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
五
章

雑
則

(

委
任)

第
十
五
条

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

附
則
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

(

定
年
に
関
す
る
経
過
措
置)

５

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
三
条
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
同
条
中｢

六
十
五
年｣

と

あ
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
、
同
条
た
だ
し
書
中｢

七
十
年｣

と
あ
る
の

は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

(

情
報
の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確
認)

６

任
命
権
者
は
、
当
分
の
間
、
職
員(

臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期

を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
及
び
非
常
勤
職
員
並
び
に
第
三
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
そ
の

他
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)

が
年
齢
六
十
年

(

第
七
条
た
だ
し
書
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、

同
条
た
だ
し
書
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
年
齢
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)

に
達
す

る
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

情
報
の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確

認
を
行
う
べ
き
年
度｣
と
い
う
。)(

情
報
の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確
認
を
行
う
べ
き
年
度
に
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令
和
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十

三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一

年
三
月
三
十
一
日
ま
で

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年

三
月
三
十
一
日
ま
で

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年

三
月
三
十
一
日
ま
で

六
十
四
年

六
十
三
年

六
十
二
年

六
十
一
年

六
十
九
年

六
十
八
年

六
十
七
年

六
十
六
年



職
員
で
な
か
つ
た
者
で
、
当
該
情
報
の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確
認
を
行
う
べ
き
年
度
の
末
日

後
に
採
用
さ
れ
た
職
員(

異
動
等
に
よ
り
情
報
の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確
認
を
行
う
べ
き
年

度
の
末
日
を
経
過
す
る
こ
と
と
な
つ
た
職
員(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

末
日
経
過
職
員｣

と
い

う
。)
を
除
く
。)

に
あ
つ
て
は
当
該
職
員
が
採
用
さ
れ
た
日
か
ら
同
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま

で
の
期
間
、
末
日
経
過
職
員
に
あ
つ
て
は
当
該
職
員
の
異
動
等
の
日
が
属
す
る
年
度(

当
該
日
が

年
度
の
初
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
年
度
の
前
年
度))

に
お
い
て
、
当
該
職
員
に
対
し
、
当
該

職
員
が
年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
以
後
に
適
用
さ
れ
る
任
用
及
び
給
与
に
関
す
る
措
置
の
内
容
そ

の
他
の
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
同
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
勤
務
の

意
思
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

７

岐
阜
県
警
察
本
部
長
は
、
当
分
の
間
、
警
察
法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
地

方
警
務
官
が
年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
に
お
い
て
、
当
該
特
定
地
方
警

務
官
に
対
し
、
当
該
特
定
地
方
警
務
官
が
年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
以
後
に
適
用
さ
れ
る
任
用
及

び
給
与
に
関
す
る
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
同

日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
勤
務
の
意
思
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(

岐
阜
県
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

第
二
条

岐
阜
県
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例(

昭
和
二
十
六
年
岐
阜
県
条
例
第
二
十
三
号)

の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
二
中｢

と
す
る｣

を｢

並
び
に
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
降
給(

同
項

本
文
の
規
定
に
よ
る
他
の
職
へ
の
転
任
に
よ
り
現
に
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
同
一
の
給
料
表
の
下
位

の
職
務
の
級
に
分
類
さ
れ
て
い
る
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
降
格
す
る
こ

と
を
い
う
。)

と
す
る｣

に
改
め
る
。

第
二
条
の
三
中｢

降
任
さ
れ
た｣

を｢

降
任
に
よ
り
現
に
属
す
る
職
務
の
級
よ
り
同
一
の
給
料
表

の
下
位
の
職
務
の
級
に
分
類
さ
れ
て
い
る
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
と
な
つ
た｣

に
改
め
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て｢(

施
行
期
日)｣

を
付
し
、
附
則
に
次
の
見

出
し
及
び
二
項
を
加
え
る
。

(

経
過
措
置)

２

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例(

昭
和
三
十
二
年
岐
阜

県
条
例
第
二
十
九
号
。
次
項
に
お
い
て｢

給
与
条
例｣

と
い
う
。)

付
則
第
二
十
八
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
職
員
に
対
す
る
第
二
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
中

｢

と
す
る｣

と
あ
る
の
は
、｢

並
び
に
岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に

関
す
る
条
例(

昭
和
三
十
二
年
岐
阜
県
条
例
第
二
十
九
号)

付
則
第
二
十
八
項
の
規
定
に
よ
る
降

給
と
す
る｣

と
す
る
。

３

第
三
条
の
規
定
は
、
給
与
条
例
付
則
第
二
十
八
項
の
規
定
に
よ
る
降
給
の
場
合
に
は
、
適
用
し

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
給
料
月
額
が
異
動
す
る
こ
と
と
な
つ
た
旨

の
通
知
を
行
う
も
の
と
す
る
。

(

職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

第
三
条

職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例(

昭
和
二
十
六
年
岐
阜
県
条
例
第
二
十
四
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中｢

期
間
、｣

の
下
に｢

そ
の
発
令
の
日
に
受
け
る｣

を
、｢

加
算
し
た
額｣

の
下
に｢

。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。｣

を
加
え
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
減
ず
る
額
が
現
に
受
け
る
給
料
の
月
額
の
五
分
の
一
に
相
当
す
る

額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
額
を
給
与
か
ら
減
ず
る
も
の
と
す
る
。

(

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
の
一
部
改
正)

第
四
条

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例(

昭
和
二
十
八
年
岐
阜
県
条
例
第
四
十
一
号)

の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中｢

地
方
公
務
員
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号)

第
二
十
八
条
の

四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は｣

を
削
り
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中｢

地
方
公
務
員
法｣

の
下
に｢(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

六
十
一
号)｣

を
加
え
る
。

第
二
条
の
四
中｢

第
五
条
の
三｣

を｢

第
五
条
の
三
の
二｣

に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中｢

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項｣

を｢

第
二
十
八
条
の
六
第
一
項｣

に
、

｢

第
二
十
八
条
の
三
第
一
項｣

を｢

第
二
十
八
条
の
七
第
一
項｣

に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中｢

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項｣

を｢

第
二
十
八
条
の
六
第
一
項｣

に
、

｢

第
二
十
八
条
の
三
第
一
項｣

を｢

第
二
十
八
条
の
七
第
一
項｣

に
改
め
る
。

第
五
条
の
二
第
一
項
中｢

退
職
し
た
者｣

の
下
に｢(

警
察
法(

昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十

二
号)

第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
任
命(

以
下｢

特
定
任
命｣

と
い
う
。)

に
よ
り

職
員
と
な
つ
た
後
に
退
職
し
た
者
を
除
く
。)｣

を
加
え
、｢

の
各
号｣

を
削
る
。

第
五
条
の
三
中｢

十
年｣

を｢

十
五
年｣

に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

特
定
任
命
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
後
に
退
職
し
た
者
に
関
す
る
準
用
規
定)

第
五
条
の
三
の
二

第
五
条
の
二(

前
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規

定
は
、
特
定
任
命
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
後
に
退
職
し
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
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お
い
て
、
第
五
条
の
二
の
見
出
し
中｢

給
料
月
額｣

と
あ
る
の
は｢

俸
給
月
額｣

と
、
同
条
第
一

項
中｢

退
職
し
た
者(

警
察
法(

昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号)

第
五
十
六
条
の
四
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
任
命(

以
下｢

特
定
任
命｣

と
い
う
。)

に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
後
に
退
職
し

た
者
を
除
く
。)｣

と
あ
る
の
は｢

特
定
任
命(

警
察
法(

昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号)

第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
任
命
を
い
う
。)

に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
後
に
退
職
し

た
者｣

と
、｢
給
料
月
額
の
減
額
改
定(

給
料
月
額
の
改
定
を
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
条
例
に
よ
る
改
定
に
よ
り
当
該
改
定
前
に
受
け
て
い
た
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
る

こ
と
を
い
う
。｣

と
あ
る
の
は｢

俸
給
月
額
の
減
額
改
定(

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法(

昭
和
二

十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号)
第
五
条
の
二
第
一
項
の
俸
給
月
額
の
減
額
改
定
を
い
う
。｣

と
、

｢

給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合｣

と
あ
る
の
は｢

俸
給
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
場
合(

特
定
任
命
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
特
定
任
命
前
の
俸
給
月
額
よ
り
も
低
い
給
料

月
額
を
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
を
含
む
。)｣

と
、｢

給
料
月
額
の
う
ち｣

と
あ
る
の
は

｢

俸
給
月
額
の
う
ち｣

と
、
同
項
並
び
に
前
条
の
表
第
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
項
及
び
第
五

条
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ
の
項
中｢

特
定
減
額
前
給
料
月
額｣

と
あ
る
の
は｢

特
定
減
額
前
俸
給

月
額｣

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
の
二
中｢

第
五
条
の
二
第
一
項
の｣

を｢

第
五
条
の
二
第
一
項(

第
五
条
の
三
の
二
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)

の｣

に
改
め
、｢

同
項

第
二
号
ロ｣

の
下
に｢(

第
五
条
の
三
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)｣

を
加
え
、
同
条
第
一
号
中｢

特
定
減
額
前
給
料
月
額｣

の
下
に｢(

第

五
条
の
三
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
定
減
額
前
俸
給
月
額(

同

条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
を
い

う
。)

。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。)｣

を
加
え
る
。

第
六
条
の
三
の
表
第
六
条
の
二
の
項
中｢

第
五
条
の
二
第
一
項
の｣

を｢

第
五
条
の
二
第
一
項(｣

に
、｢

同
条｣

を｢

第
五
条
の
三｣

に
改
め
、
同
表
第
六
条
の
二
第
一
号
の
項
読
み
替
え
ら
れ
る
字

句
の
欄
中｢

特
定
減
額
前
給
料
月
額｣

の
下
に｢(

第
五
条
の
三
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
定
減
額
前
俸
給
月
額(

同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
を
い
う
。)

。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。)｣

を
加
え
、

同
項
読
み
替
え
る
字
句
の
欄
中｢

特
定
減
額
前
給
料
月
額
及
び｣

を｢

特
定
減
額
前
給
料
月
額(

第

五
条
の
三
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
定
減
額
前
俸
給
月
額(

同

条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
減
額
前
俸
給
月
額
を
い

う
。)

。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。)

及
び｣

に
改
め
る
。

第
六
条
の
四
第
一
項
中｢

。
以
下｢

施
行
令｣

と
い
う
。｣

を
削
り
、｢

除
く
。
以
下｣

を｢

除
く
。

第
七
条
第
四
項
に
お
い
て｣

に
改
め
、｢

額(

以
下｣

の
下
に｢

こ
の
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て｣

を
加
え
る
。

第
六
条
の
五
第
一
項
中｢

第
五
条
の
二｣

の
下
に｢(

第
五
条
の
三
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)｣

を
加
え
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
第
一
号
中｢

禁
錮こ｣

を｢

禁
錮｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号

及
び
第
三
号
中｢

再
任
用
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分｣

を｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
対

す
る
免
職
処
分｣

に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中｢

に
あ
つ
て
は｣

を｢

に
は｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中｢

禁
錮こ｣

を｢

禁

錮｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中｢

再
任
用
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分｣

を｢

定
年
前
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分｣

に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中｢

。
以
下
こ
の
条｣

を｢

。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
六
項
ま
で｣

に
、｢

に
あ

つ
て
は｣

を｢

に
は｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中｢

に
あ
つ
て
は｣

を｢

に
は｣

に
改

め
、
同
条
第
四
項
中｢

禁
錮こ｣

を｢

禁
錮｣

に
、｢

に
あ
つ
て
は｣

を｢

に
は｣

に
改
め
、
同
条
第

五
項
中｢

再
任
用
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分｣

を｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
免

職
処
分｣

に
、｢

に
あ
つ
て
は｣

を｢

に
は｣

に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
か
ら
第
十
七
項
ま
で
を
削
る
。

附
則
第
十
八
項
中｢

第
五
条
第
四
項｣

を｢

第
六
条
の
五
第
二
項｣

に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
二

項
と
す
る
。

附
則
第
十
九
項
か
ら
第
二
十
一
項
ま
で
を
削
る
。

附
則
第
二
十
二
項
中｢

旧
専
売
公
社｣

を｢

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
法(

昭
和
五
十
九
年
法

律
第
六
十
九
号)

附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
解
散
前
の
日
本
専
売
公
社(

次
項
に
お
い

て｢

旧
専
売
公
社｣

と
い
う
。)｣

に
、｢

旧
電
信
電
話
公
社｣

を｢

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に

関
す
る
法
律(

昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
五
号)

附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
解
散
前
の

日
本
電
信
電
話
公
社(

次
項
に
お
い
て｢

旧
電
信
電
話
公
社｣

と
い
う
。)｣

に
改
め
、
同
項
を
附
則

第
三
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
三
項
中｢

た
ば
こ
事
業
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律｣

の
下
に｢(
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
七
十
一
号)｣

を
、｢

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
法
及
び
電
気
通

信
事
業
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律｣

の
下
に｢(

昭
和
五
十
九
年
法
律

第
八
十
七
号)｣
を
、｢

国
家
公
務
員
等
退
職
手
当
法｣

の
下
に｢(

昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十

二
号)｣

を
加
え
、
同
項
を
附
則
第
四
項
と
す
る
。
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附
則
第
二
十
四
項
中｢

で
旧
日
本
国
有
鉄
道｣

を｢

で
日
本
国
有
鉄
道
改
革
法(

昭
和
六
十
一
年

法
律
第
八
十
七
号)

附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
日
本
国
有
鉄
道
法(

昭
和
二
十
三
年
法

律
第
二
百
五
十
六
号)

第
一
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
日
本
国
有
鉄
道(

以
下｢

旧
日
本
国
有

鉄
道｣

と
い
う
。)｣

に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
五
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
五
項
を
附
則
第
六
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
六
項
中｢

条
例
第
三
十
号｣

を｢

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例(

昭
和
四
十
八
年
岐
阜
県
条
例
第
三
十
号
。
以
下｢

昭
和
四
十
八
年
改
正
条
例｣

と
い
う
。)｣

に
、｢

第
五
条
の
三
ま
で｣
を｢
第
五
条
の
三
の
二
ま
で
並
び
に
附
則
第
十
八
項
か
ら
第
二
十
二
項

ま
で
及
び
第
二
十
五
項
か
ら
第
二
十
九
項
ま
で｣

に
、｢

附
則
第
二
十
六
項｣

を｢

附
則
第
七
項｣

に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
七
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
七
項
中｢

条
例
第
三
十
号｣
を｢

昭
和
四
十
八
年
改
正
条
例｣

に
改
め
、｢

第
五
条

の
二｣

の
下
に｢(

第
五
条
の
三
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

並
び
に
附

則
第
二
十
一
項
及
び
第
二
十
二
項｣

を
加
え
、
同
項
を
附
則
第
八
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
八
項
中｢

条
例
第
三
十
号｣

を｢

昭
和
四
十
八
年
改
正
条
例｣

に
改
め
、｢

第
五
条｣

の
下
に｢

又
は
附
則
第
十
九
項｣

を
加
え
、｢

附
則
第
二
十
六
項｣

を｢

附
則
第
七
項｣

に
改
め
、

同
項
を
附
則
第
九
項
と
す
る
。

附
則
中
第
二
十
九
項
を
削
り
、
第
三
十
項
を
第
十
項
と
し
、
第
三
十
一
項
か
ら
第
三
十
三
項
ま
で

を
二
十
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
三
十
四
項
を
第
十
五
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

14

特
定
任
命
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
後
に
退
職
し
た
者
の
基
礎
在
職
期
間
中
に
俸
給
月
額
の
減
額

改
定(

第
五
条
の
三
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
俸
給
月
額

の
減
額
改
定
を
い
う
。)

に
よ
り
そ
の
者
の
俸
給
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
者
の
減
額
後
の
俸
給
月
額
が
減
額
前
の
俸
給
月
額
に
達
し
な
い
場
合
に
そ
の
差
額
に
相

当
す
る
額
を
支
給
す
る
こ
と
と
す
る
法
令
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
給
与
の
支
給
の
基
準
の
適
用
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
俸
給
月
額
に
は
、
当
該
差
額
を
含
ま
な
い

も
の
と
す
る
。

附
則
中
第
三
十
五
項
を
第
十
六
項
と
し
、
第
三
十
六
項
を
第
十
七
項
と
し
、
附
則
に
次
の
十
二
項

を
加
え
る
。

18

当
分
の
間
、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
十
一
年
以
上
二
十
五
年
未
満
の
期
間
勤
続
し
た
者
で

あ
つ
て
、
六
十
歳
に
達
し
た
日
以
後
そ
の
者
の
非
違
に
よ
る
こ
と
な
く
退
職
し
た
者(

定
年
の
定

め
の
な
い
職
を
退
職
し
た
者
及
び
同
項
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。)

に

対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
三
条
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中｢

又
は
第
五
条｣

と
あ
る
の
は
、｢

、
第
五
条
又
は
附
則
第
十
八

項｣

と
す
る
。

19

当
分
の
間
、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
二
十
五
年
以
上
の
期
間
勤
続
し
た
者
で
あ
つ
て
、
六

十
歳
に
達
し
た
日
以
後
そ
の
者
の
非
違
に
よ
る
こ
と
な
く
退
職
し
た
者(

定
年
の
定
め
の
な
い
職

を
退
職
し
た
者
及
び
同
項
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。)

に
対
す
る
退
職

手
当
の
基
本
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
第
一
項
中｢

又
は
第
五
条｣

と
あ
る
の
は
、｢

、
第
五
条
又
は
附
則
第
十
九
項｣

と
す
る
。

20

前
二
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
が
退
職
し
た
場
合
に
支
給
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
に

つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

一

岐
阜
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例(

昭
和
五
十
九
年
岐
阜
県
条
例
第
十
九
号)

第
三
条

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員

二

給
与
そ
の
他
の
処
遇
の
状
況
が
前
号
に
掲
げ
る
職
員
に
類
す
る
職
員
と
し
て
人
事
委
員
会
規

則
で
定
め
る
職
員

21

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
付
則
第
二
十
八
項
の
規

定
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
給
与
の
支
給
の
基
準
に
よ
る
職
員
の
給
料
月
額
の
改
定(

次
項
に
お
い
て

｢

給
料
月
額
七
割
措
置｣

と
い
う
。)

は
、
給
料
月
額
の
減
額
改
定
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

22

当
分
の
間
、
退
職
し
た
者(

給
料
月
額
七
割
措
置
に
よ
り
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
者
に
限
り
、
特
定
任
命
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
後
に
退
職
し
た
者
を
除
く
。)

の
基
礎
在
職
期

間
中
に
、
給
料
月
額
の
減
額
改
定
以
外
の
理
由(

給
料
月
額
七
割
措
置
以
外
の
理
由
に
限
る
。)

に
よ
り
そ
の
者
の
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
理
由
が
生
じ
た

日(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

特
別
特
定
減
額
日｣

と
い
う
。)

に
お
け
る
当
該
理
由
に
よ
り
減

額
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
と
し
た
場
合
の
そ
の
者
の
給
料
月
額
の
う
ち
最
も
多
い
も
の(

当
該
給
料

月
額
が
七
割
措
置
前
給
料
月
額(

給
料
月
額
七
割
措
置
に
よ
り
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
た
日(

以

下
こ
の
項
に
お
い
て｢

七
割
措
置
減
額
日｣

と
い
う
。)

の
前
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料
月
額

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)

を
超
え
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
別
特
定
減

額
日
が
七
割
措
置
減
額
日
よ
り
も
後
の
も
の
に
限
る
。)(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

特
別
特
定
減

額
前
給
料
月
額｣

と
い
う
。)

が
退
職
日
給
料
月
額
よ
り
も
多
く
、
か
つ
、
給
料
月
額
七
割
措
置

に
よ
り
そ
の
者
の
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
七
割
措
置
前
給
料
月

額
が
退
職
日
給
料
月
額
よ
り
も
多
い
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
第
三

条
か
ら
第
五
条
の
二
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。
た
だ
し
、

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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一

そ
の
者
が
特
別
特
定
減
額
前
給
料
月
額(

特
別
特
定
減
額
日
が
二
以
上
あ
る
場
合
は
、
こ
れ

ら
の
う
ち
最
も
遅
い
日
に
お
け
る
特
別
特
定
減
額
前
給
料
月
額
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。)

又
は
七
割
措
置
前
給
料
月
額
の
い
ず
れ
か
多
い
額(

以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て｢

上
位

減
額
前
給
料
月
額｣

と
い
う
。)

に
係
る
減
額
日
の
前
日
に
現
に
退
職
し
た
理
由
と
同
一
の
理

由
に
よ
り
退
職
し
た
も
の
と
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
同
日
ま
で
の
勤
続
期
間
及
び
上
位
減
額
前

給
料
月
額
を
基
礎
と
し
て
、
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
場
合
の
退
職

手
当
の
基
本
額
に
相
当
す
る
額

二

特
別
特
定
減
額
前
給
料
月
額
又
は
七
割
措
置
前
給
料
月
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額(

以
下
こ

の
項
及
び
次
項
に
お
い
て｢
下
位
減
額
前
給
料
月
額｣

と
い
う
。)

に
、
イ
に
掲
げ
る
割
合
か

ら
ロ
に
掲
げ
る
割
合
を
控
除
し
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

イ

そ
の
者
が
下
位
減
額
前
給
料
月
額
に
係
る
減
額
日
の
前
日
に
現
に
退
職
し
た
理
由
と
同
一

の
理
由
に
よ
り
退
職
し
た
も
の
と
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
同
日
ま
で
の
勤
続
期
間
及
び
下
位

減
額
前
給
料
月
額
を
基
礎
と
し
て
、
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
場

合
の
退
職
手
当
の
基
本
額
の
下
位
減
額
前
給
料
月
額
に
対
す
る
割
合

ロ

前
号
に
掲
げ
る
額
の
上
位
減
額
前
給
料
月
額
に
対
す
る
割
合

三

退
職
日
給
料
月
額
に
、
イ
に
掲
げ
る
割
合
か
ら
ロ
に
掲
げ
る
割
合
を
控
除
し
た
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額

イ

そ
の
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
が
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算

し
た
額
で
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
退
職
手
当
の
基
本
額
の
退
職
日
給
料
月
額

に
対
す
る
割
合

ロ

前
号
イ
に
掲
げ
る
割
合

23

附
則
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
基
本
額
が
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
同
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
割
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
超

え
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
そ
の
者
の
退
職
手
当
の

基
本
額
と
す
る
。

一

六
十
以
上

上
位
減
額
前
給
料
月
額
に
六
十
を
乗
じ
て
得
た
額

二

六
十
未
満

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
前
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
割
合
の
区
分
に
応
じ
当
該

イ
又
は
ロ
に
定
め
る
額

イ

六
十
以
上

上
位
減
額
前
給
料
月
額
に
前
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

及
び
下
位
減
額
前
給
料
月
額
に
六
十
か
ら
当
該
割
合
を
控
除
し
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の

合
計
額

ロ

六
十
未
満

上
位
減
額
前
給
料
月
額
に
前
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
、

下
位
減
額
前
給
料
月
額
に
同
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
割
合
か
ら
同
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
割

合
を
控
除
し
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
退
職
日
給
料
月
額
に
六
十
か
ら
同
項
第
三
号
ロ

に
掲
げ
る
割
合
を
控
除
し
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

24

前
二
項
の
場
合
に
お
け
る
第
二
条
の
四
及
び
第
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

第
二
条
の
四
中｢

ま
で
の｣

と
あ
る
の
は｢

ま
で
並
び
に
附
則
第
二
十
二
項
及
び
第
二
十
三
項
の｣

と
、
第
六
条
の
五
第
一
項
中｢

前
条｣

と
あ
る
の
は｢

前
条
並
び
に
附
則
第
二
十
二
項｣

と
す
る
。

25

当
分
の
間
、
第
五
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る
第
五
条
の
三
、
第
五

条
の
三
の
二
及
び
第
六
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
の
三
本
文
中｢

定
年
に｣

と
あ
る
の
は｢

定
年(

附
則
第
二
十
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
者(

岐
阜
県
職
員
の
定
年
等

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例(

令
和
四
年
岐
阜
県
条
例
第
三
十
三
号)

第
一

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
岐
阜
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例(

以
下｢

令
和
五
年
旧
定
年

条
例｣

と
い
う
。)

第
三
条
本
文
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
あ
つ
て
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職

員
に
該
当
す
る
も
の
を
含
む
。)

に
あ
つ
て
は
六
十
歳
と
し
、
同
号
に
掲
げ
る
職
員(

令
和
五
年

旧
定
年
条
例
第
三
条
た
だ
し
書
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
に
限
る
。)

に
あ
つ
て
は
六
十
五
歳
と

し
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
年
齢
と
す
る
。)

に｣

と
、
第
五
条
の
三
の
表
第
五
条
第
一
項
の
項
、
第
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
項
及
び
第
五
条
の

二
第
一
項
第
二
号
の
項
並
び
に
第
六
条
の
三
の
表
第
六
条
の
項
、
第
六
条
の
二
第
一
号
の
項
及
び

第
六
条
の
二
第
二
号
の
項
中｢

定
年｣

と
あ
る
の
は｢

定
年(

附
則
第
二
十
項
各
号
に
掲
げ
る
職

員
以
外
の
者(

令
和
五
年
旧
定
年
条
例
第
三
条
本
文
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
あ
つ
て
同
項
第

一
号
に
掲
げ
る
職
員
に
該
当
す
る
も
の
を
含
む
。)

に
あ
つ
て
は
六
十
歳
と
し
、
同
号
に
掲
げ
る

職
員(

令
和
五
年
旧
定
年
条
例
第
三
条
た
だ
し
書
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
に
限
る
。)

に
あ
つ

て
は
六
十
五
歳
と
し
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
年

齢
と
す
る
。)｣

と
す
る
。

26

当
分
の
間
、
第
五
条
第
一
項(

第
一
号
、
第
五
号
及
び
第
七
号
を
除
く
。)

に
規
定
す
る
者
に

対
す
る
第
五
条
の
三
及
び
第
五
条
の
三
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
の
三
本
文
中

｢
十
五
年
を｣

と
あ
る
の
は｢

十
年
を｣

と
す
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に

応
じ
、
同
条
本
文
中｢

退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年｣

と
あ
る
の

は
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
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附
則
第
二
十
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
以
外
の
者(

令
和

五
年
旧
定
年
条
例
第
三
条
本
文
の
適
用
を
受
け
て
い
た

六
十
歳
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当
分
の
間
、
第
五
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
前
項
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
も
の
が
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
年
齢
に
達
す
る
日
前
に
退
職
し
た
と
き
に
お
け
る
第
五
条

の
三
及
び
第
六
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
の
三
の
表
第
五
条
第
一
項
の
項
、

第
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
項
及
び
第
五
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
項
並
び
に
第
六
条
の
三
の

表
第
六
条
の
項
、
第
六
条
の
二
第
一
号
の
項
及
び
第
六
条
の
二
第
二
号
の
項
中｢

退
職
の
日
に
お

い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年｣
と
あ
る
の
は
、｢

附
則
第
二
十
六
項
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
者
の
区
分
ご
と
に
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
年
齢｣

と
す
る
。

28

当
分
の
間
、
第
五
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
附
則
第
二
十
六
項
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
が
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
年
齢
に
達
し
た
日
以
後
に
退
職
し
た
と
き
に

お
け
る
第
五
条
の
三
、
第
五
条
の
三
の
二
及
び
第
六
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
五

条
の
三
の
表
第
五
条
第
一
項
の
項
、
第
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
項
及
び
第
五
条
の
二
第
一
項

第
二
号
の
項
並
び
に
第
六
条
の
三
の
表
第
六
条
の
項
、
第
六
条
の
二
第
一
号
の
項
及
び
第
六
条
の

二
第
二
号
の
項
中｢

百
分
の
二｣

と
あ
る
の
は
、｢

百
分
の
二
を
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ

て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年
数
で

除
し
て
得
た
割
合｣

と
す
る
。

29

当
分
の
間
、
第
五
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
定
年
に
達
す
る
日
の

属
す
る
年
度
の
初
日
の
前
日
ま
で
に
退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
勤
続
期
間
が
二
十
五
年
以
上

で
あ
り
、
か
つ
、
附
則
第
二
十
二
項
の
適
用
を
受
け
る
者
に
対
す
る
同
項
及
び
附
則
第
二
十
三
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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附
則
第
二
十
二
項

第
一
号

読
み
替
え
る
規
定

附
則
第
二
十
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員

附
則
第
二
十
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員(

令
和
五
年
旧

定
年
条
例
第
三
条
た
だ
し
書
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者

に
限
る
。)

者
で
あ
つ
て
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
に
該
当
す
る

も
の
を
含
む
。)

及
び
上
位
減
額
前
給
料

月
額

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

並
び
に
上
位
減
額
前
給
料
月
額
及
び
上
位
減

額
前
給
料
月
額
に
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め

ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の

日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当

読

み

替

え

る

字

句

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
年
齢

六
十
五
歳

附
則
第
二
十
三
項

附
則
第
二
十
二
項

第
三
号

附
則
第
二
十
二
項

第
二
号
ロ

附
則
第
二
十
二
項

第
二
号

同
項
の

掲
げ
る
同
項
第
二
号
ロ

前
項
の

退
職
日
給
料
月
額
に
、

前
号
に
掲
げ
る
額

い
う
。)

附
則
第
二
十
九
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
前
項
の

掲
げ
る
附
則
第
二
十
九
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
前
項
第
二
号
ロ

附
則
第
二
十
九
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
前
項
の

退
職
日
給
料
月
額
及
び
退
職
日
給
料
月
額
に

退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の

者
に
係
る
定
年
と
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の

者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年
数
一
年
に

つ
き
百
分
の
二
を
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め

ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の

日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当

す
る
年
数
で
除
し
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
の
合
計
額
に
、

そ
の
者
が
上
位
減
額
前
給
料
月
額
に
係
る
減

額
日
の
前
日
に
現
に
退
職
し
た
理
由
と
同
一

の
理
由
に
よ
り
退
職
し
た
も
の
と
し
、
か
つ
、

そ
の
者
の
同
日
ま
で
の
勤
続
期
間
及
び
上
位

減
額
前
給
料
月
額
を
基
礎
と
し
て
、
第
五
条

の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
場
合
の
退
職
手
当

の
基
本
額
に
相
当
す
る
額

い
う
。)

及
び
下
位
減
額
前
給
料
月
額
に
退

職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者

に
係
る
定
年
と
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者

の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年
数
一
年
に
つ

き
百
分
の
二
を
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら

れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の
日

に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す

る
年
数
で
除
し
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た

額
の
合
計
額

す
る
年
数
一
年
に
つ
き
百
分
の
二
を
退
職
の

日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係

る
定
年
と
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年

齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年
数
で
除
し
て
得
た

割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額



(

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

第
五
条

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例(

昭
和
三
十
二
年
岐

阜
県
条
例
第
二
十
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中｢

の
定
め
る｣

を｢

で
定
め
る｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
五
項
中｢

そ

の
者｣
を｢
当
該
職
員｣

に
改
め
、
同
条
第
九
項
を
削
る
。

第
六
条
の
二
第
一
項
中｢

第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
二
項｣

を｢

第
二

十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項｣

に
、｢

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

を｢

定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

に
改
め
、｢

及
び
前
条
第
九
項｣

を
削
り
、｢

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
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附
則
第
二
十
三
項

第
二
号
ロ

附
則
第
二
十
三
項

第
二
号
イ

附
則
第
二
十
三
項

第
一
号

上
位
減
額
前
給
料
月
額

当
該
割
合

及
び
下
位
減
額
前
給
料

月
額

前
項
第
二
号
ロ

上
位
減
額
前
給
料
月
額

上
位
減
額
前
給
料
月
額

上
位
減
額
前
給
料
月
額
及
び
上
位
減
額
前
給

料
月
額
に
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て

い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の
日
に
お

け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年

数
一
年
に
つ
き
百
分
の
二
を
退
職
の
日
に
お

附
則
第
二
十
九
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
前
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
割
合

並
び
に
下
位
減
額
前
給
料
月
額
及
び
下
位
減

額
前
給
料
月
額
に
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め

ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の

日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当

す
る
年
数
一
年
に
つ
き
百
分
の
二
を
退
職
の

日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係

る
定
年
と
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年

齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年
数
で
除
し
て
得
た

割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

附
則
第
二
十
九
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
前
項
第
二
号
ロ

上
位
減
額
前
給
料
月
額
及
び
上
位
減
額
前
給

料
月
額
に
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て

い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の
日
に
お

け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年

数
一
年
に
つ
き
百
分
の
二
を
退
職
の
日
に
お

い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年

と
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の

差
に
相
当
す
る
年
数
で
除
し
て
得
た
割
合
を

乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

上
位
減
額
前
給
料
月
額
及
び
上
位
減
額
前
給

料
月
額
に
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て

い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の
日
に
お

け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年

数
一
年
に
つ
き
百
分
の
二
を
退
職
の
日
に
お

い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年

と
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の

差
に
相
当
す
る
年
数
で
除
し
て
得
た
割
合
を

乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

及
び
退
職
日
給
料
月
額

同
項
第
二
号
ロ

下
位
減
額
前
給
料
月
額

前
項
第
二
号
ロ

並
び
に
退
職
日
給
料
月
額
及
び
退
職
日
給
料

月
額
に
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い

る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の
日
に
お
け

る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年
数

一
年
に
つ
き
百
分
の
二
を
退
職
の
日
に
お
い

て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と

退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差

に
相
当
す
る
年
数
で
除
し
て
得
た
割
合
を
乗

じ
て
得
た
額
の
合
計
額

附
則
第
二
十
九
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
前
項
第
二
号
ロ

下
位
減
額
前
給
料
月
額
及
び
下
位
減
額
前
給

料
月
額
に
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て

い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年
と
退
職
の
日
に
お

け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の
差
に
相
当
す
る
年

数
一
年
に
つ
き
百
分
の
二
を
退
職
の
日
に
お

い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年

と
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の

差
に
相
当
す
る
年
数
で
除
し
て
得
た
割
合
を

乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

附
則
第
二
十
九
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
前
項
第
二
号
ロ

い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係
る
定
年

と
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
年
齢
と
の

差
に
相
当
す
る
年
数
で
除
し
て
得
た
割
合
を

乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額



る
給
料
月
額｣

を｢

当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
給
料
月
額
の
う
ち
、
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額｣

に
、｢

そ
の
者｣

を｢

当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員｣

に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
六
第
一
項
第
一
号
中｢

以
下｣

の
下
に｢

こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
お
い
て｣

を

加
え
、
同
項
第
二
号
中｢

以
下｣

の
下
に｢

こ
の
条
に
お
い
て｣

を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中

｢

算
出
し
た
そ
の
者｣
を

｢

算
出
し
た
当
該
職
員｣

に
改
め
、｢

相
当
す
る
額

(

以
下｣

の
下
に

｢

こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て｣
を
加
え
、
同
号
た
だ
し
書
中｢

以
下｣

の
下
に｢

こ
の
号
及
び
第

三
号
に
お
い
て｣

を
加
え
、｢
そ
の
者｣

を｢

当
該
職
員｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中｢

再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員｣

を｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中｢

そ
の
者｣

を｢

当
該
職
員｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中｢
交
通
機
関
等(

以
下｣

を｢

交
通
機
関
等(

第
一
号

及
び
次
項
に
お
い
て｣

に
、｢

。
以
下｣

を｢
。
第
一
号
及
び
次
項
に
お
い
て｣

に
改
め
、
同
項
第

一
号
中｢

算
出
し
た
そ
の
者｣

を｢

算
出
し
た
当
該
職
員｣

に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中｢

以
下｣

の
下
に｢

こ
の
号
に
お
い
て｣

を
加
え
、｢

そ
の
者｣
を｢
当
該
職
員｣

に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中｢

場
合
は｣

を｢

場
合
に
は｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中｢

再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員｣

を｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中｢(

第
二
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。)｣

を
削
り
、
同
項
第
一
号
及
び
同
条
第
五
項
第
一

号
中｢

場
合
は｣

を｢

場
合
に
は｣

に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
三
中｢

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

を｢

定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
六
第
二
項
中｢

再
任
用
職
員｣

を｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中｢

の
定
め
る｣

を｢

で
定
め
る｣

に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
二
項
中｢

そ
の
者｣

を｢

当
該
職
員｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中｢

再
任
用
職
員｣

を｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中｢

こ
の
条｣

を｢

こ
の
項
か
ら
第
三
項
ま
で｣

に
、｢

そ
の
者｣

を｢

当

該
職
員｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中｢

再
任
用
職
員｣

を｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

に

改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
中｢

第
十
条
の
二｣

を｢

第
六
条
、
第
十
条
の
二｣

に
、｢

再
任
用
職

員｣

を｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中｢

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

を｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
中｢

再
任
用
職
員｣

を｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
二
項
中｢

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

を｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
た
だ
し
書
中｢

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

を｢

定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中｢

の
定
め
る｣

を｢

で
定
め
る｣

に
、

｢

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

を｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
二
項
中｢

の
定
め
る｣

を｢

で
定
め
る｣

に
、｢

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

を

｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中｢

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

を｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員｣

に
改
め
る
。

付
則
に
次
の
十
項
を
加
え
る
。

28

当
分
の
間
、
職
員
の
給
料
月
額
は
、
当
該
職
員
が
六
十
歳
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四

月
一
日(

付
則
第
三
十
項
及
び
第
三
十
二
項
に
お
い
て｢

特
定
日｣

と
い
う
。)

以
後
、
当
該
職

員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
給
料
月
額
の
う
ち
、
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
属

す
る
職
務
の
級
並
び
に
第
六
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職

員
の
受
け
る
号
給
に
応
じ
た
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額(

当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の

端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ

れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。)

と
す
る
。

29

前
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。

一

臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
及
び

非
常
勤
職
員

二

岐
阜
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例(

昭
和
五
十
九
年
岐
阜
県
条
例
第
十
九
号)

第
三
条

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員

三

岐
阜
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し

て
い
る
職
員(

同
条
例
第
二
条
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
に
お
い
て
前
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ

て
い
た
職
員
を
除
く
。)

四

岐
阜
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第

一
項
に
規
定
す
る
異
動
期
間(

同
項
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含

む
。)
を
延
長
さ
れ
た
同
条
例
第
六
条
に
規
定
す
る
職
を
占
め
る
職
員

五

教
育
公
務
員
特
例
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号)

第
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
職
員

( ) 令和４年10月12日 岐 阜 県 公 報 号 外 �13



30

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た
職
員
で

あ
つ
て
、
当
該
他
の
職
へ
の
降
任
等
を
さ
れ
た
日(

以
下
こ
の
項
及
び
付
則
第
三
十
四
項
に
お
い

て｢
異
動
日｣

と
い
う
。)

の
前
日
か
ら
引
き
続
き
同
一
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
う

ち
、
特
定
日
に
付
則
第
二
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額(

以
下
こ
の
項

及
び
付
則
第
三
十
二
項
に
お
い
て｢

特
定
日
給
料
月
額｣

と
い
う
。)

が
異
動
日
の
前
日
に
当
該

職
員
が
受
け
て
い
た
給
料
月
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額(

当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の

端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ

れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

基
礎
給
料
月
額｣

と
い
う
。)

に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
職
員(
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。)

に
は
、
当
分
の

間
、
特
定
日
以
後
、
付
則
第
二
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、

基
礎
給
料
月
額
と
特
定
日
給
料
月
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。

31

前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
当
該
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
と
の
合

計
額
が
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
給
の

給
料
月
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中｢

基
礎
給
料
月

額
と
特
定
日
給
料
月
額｣

と
あ
る
の
は
、｢

第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
属
す
る

職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
給
の
給
料
月
額
と
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額｣

と
す
る
。

32

警
察
法
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
任
命
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
者
で
あ
つ
て
、

特
定
日
給
料
月
額
が
当
該
任
命
を
さ
れ
た
日
の
前
日
に
当
該
職
員
が
適
用
を
受
け
て
い
た
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
第
六
条
に
規
定
す
る
公
安
職
俸
給
表
一�
に
定
め
ら
れ
る
俸
給
月
額

に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額(

当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を

切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の

と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

基
礎
俸
給
月
額｣

と
い
う
。)

に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
職

員(

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。)

に
は
、
当
分
の
間
、
特
定
日
以
後
、
付
則
第

二
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、
基
礎
俸
給
月
額
と
特
定
日
給

料
月
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。

33

付
則
第
三
十
一
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
付
則
第
三
十
一
項
中｢

前
項｣

と
あ
る
の
は｢

次
項｣

と
、｢

基
礎
給
料
月
額｣

と
あ
る
の

は｢

基
礎
俸
給
月
額｣

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

34

異
動
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員(

付
則
第
二
十
八
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
る
職
員
に
限
り
、
付
則
第
三
十
項
に
規
定
す
る
職
員
を
除
く
。)

で
あ
つ
て
、
同
項

の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
に
は
、

当
分
の
間
、
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
付
則
第
三
十
項
及
び
第
三
十
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。

35

付
則
第
三
十
項
、
第
三
十
二
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
以
外
の
付

則
第
二
十
八
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
あ
つ
て
、
任
用
の
事
情
を
考
慮
し
て
当
該
給
料

を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
に
は
、
当
分
の
間
、
当
該
職

員
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
付
則
第
三
十
項

か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。

36

付
則
第
三
十
項
若
し
く
は
第
三
十
二
項
又
は
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員

に
対
す
る
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
二
条
の
三
、
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
及
び
第
二

十
三
条
第
五
項(

第
二
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中｢

給
料
月
額｣

と
あ
る
の
は
、｢

給
料
月
額
と
付
則
第
三
十
項
、

第
三
十
二
項
、
第
三
十
四
項
又
は
第
三
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額｣

と
す
る
。

37

付
則
第
二
十
八
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
付
則
第
二
十
八
項
の
規
定
に
よ
る

給
料
月
額
、
付
則
第
三
十
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
そ
の
他
付
則
第
二
十
八
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規

定
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

別
表
第
一
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中｢再

任
用
職
員
｣

を｢定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
｣

に
改
め
、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
二
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中｢再

任
用
職
員
｣

を｢定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
｣

に
改
め
、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
三
イ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中｢再

任
用
職
員
｣

を｢定
年
前
再
任
用
短
時

号 外 � 岐 阜 県 公 報 令和４年10月12日 ( )14

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員 定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

円
246,200

基
準

給
料
月
額 円

191,300

基
準

給
料
月
額

円
258,100

基
準

給
料
月
額 円

219,400

基
準

給
料
月
額

円
262,300

基
準

給
料
月
額 円

260,200

基
準

給
料
月
額

円
294,200

基
準

給
料
月
額 円

279,900

基
準

給
料
月
額

円
311,000

基
準

給
料
月
額 円

295,300

基
準

給
料
月
額

円
325,400

基
準

給
料
月
額 円

321,200

基
準

給
料
月
額

円
349,500

基
準

給
料
月
額 円

363,700

基
準

給
料
月
額

円
385,300

基
準

給
料
月
額 円

397,500

基
準

給
料
月
額

円
417,500

基
準

給
料
月
額 円

449,600

基
準

給
料
月
額



間
勤
務
職
員
｣

に
改
め
、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
三
ロ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中｢再

任
用
職
員
｣

を｢定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
｣

に
改
め
、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
三
ハ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中｢再

任
用
職
員
｣

を｢定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
｣

に
改
め
、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
三
ニ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中｢再

任
用
職
員
｣

を｢定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
｣

に
改
め
、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
四
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中｢再

任
用
職
員
｣

を｢定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
｣

に
改
め
、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
五
イ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中｢再

任
用
職
員
｣

を｢定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
｣

に
改
め
、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
五
ロ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中｢再

任
用
職
員
｣

を｢定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
｣

に
改
め
、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
五
ハ
の
表
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員
の
欄
中｢再

任
用
職
員
｣

を｢定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
｣

に
改
め
、
同
表
再
任
用
職
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(

岐
阜
県
教
育
職
員
の
給
与
そ
の
他
の
勤
務
条
件
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

第
六
条

岐
阜
県
教
育
職
員
の
給
与
そ
の
他
の
勤
務
条
件
の
特
例
に
関
す
る
条
例(

昭
和
四
十
六
年
岐

阜
県
条
例
第
三
十
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中｢

第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
八
条
の
六
第
二
項｣

を｢

第
二
十
二
条

( ) 令和４年10月12日 岐 阜 県 公 報 号 外 �15

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員 定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員 定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員 定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

円
240,200

基
準

給
料
月
額

円
252,500

基
準

給
料
月
額

円
229,600

基
準

給
料
月
額

円
238,500

基
準

給
料
月
額

円
288,300

基
準

給
料
月
額

円
299,000

基
準

給
料
月
額

円
276,400

基
準

給
料
月
額

円
279,600

基
準

給
料
月
額

円
299,500

基
準

給
料
月
額

円
316,700

基
準

給
料
月
額

円
303,900

基
準

給
料
月
額

円
308,900

基
準

給
料
月
額

円
321,800

基
準

給
料
月
額

円
382,900

基
準

給
料
月
額

円
330,700

基
準

給
料
月
額

円
337,500

基
準

給
料
月
額

円
407,500

基
準

給
料
月
額

円
478,100

基
準

給
料
月
額

円
413,100

基
準

給
料
月
額

円
423,300

基
準

給
料
月
額

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員 定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員 定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員 定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

円
239,700

基
準

給
料
月
額 円

192,400

基
準

給
料
月
額

円
221,700

基
準

給
料
月
額

円
296,200

基
準

給
料
月
額円

260,400

基
準

給
料
月
額 円

219,500

基
準

給
料
月
額

円
263,700

基
準

給
料
月
額円

267,700

基
準

給
料
月
額 円

248,200

基
準

給
料
月
額

円
338,600

基
準

給
料
月
額

円
278,100

基
準

給
料
月
額 円

261,900

基
準

給
料
月
額

円
289,000

基
準

給
料
月
額

円
393,000

基
準

給
料
月
額円

294,700

基
準

給
料
月
額 円

287,600

基
準

給
料
月
額

円
332,200

基
準

給
料
月
額

円
332,500

基
準

給
料
月
額 円

329,100

基
準

給
料
月
額

円
466,000

基
準

給
料
月
額

円
391,900

基
準

給
料
月
額

円
377,800

基
準

給
料
月
額 円

372,100

基
準

給
料
月
額



の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項｣

に
改
め
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て｢(

施
行
期
日)｣

を
付
し
、
附
則
に
次
の
見

出
し
及
び
二
項
を
加
え
る
。

(

経
過
措
置)

２

給
与
条
例
付
則
第
二
十
八
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
教
育
職
員
に
対
す
る
第
三
条
第
一
項
の

教
職
調
整
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
給
料
月
額
は
、
給
与
条
例
付
則
第
二
十
八
項
の
規
定
に
よ
り

算
出
し
た
額
と
す
る
。

３

給
与
条
例
付
則
第
三
十
項
、
第
三
十
四
項
又
は
第
三
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ

る
教
育
職
員
に
対
す
る
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中｢

給
料
月
額｣

と

あ
る
の
は
、｢

給
料
月
額
と
給
与
条
例
付
則
第
三
十
項
、
第
三
十
四
項
又
は
第
三
十
五
項
の
規
定

に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額｣

と
す
る
。

(

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

第
七
条

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例(

昭
和
六

十
三
年
岐
阜
県
条
例
第
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
四
号
中｢

引
き
続
い
て｣

を｢

引
き
続
き｣

に
改
め
、
同
項
中
第
五
号
を
第
六

号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

岐
阜
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間(

同
条
の
規
定
に

よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。)

を
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員

(

岐
阜
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

第
八
条

岐
阜
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例(

平
成
四
年
岐
阜
県
条
例
第
四
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
号
中｢

引
き
続
い
て｣

を｢

引
き
続
き｣

に
改
め
、
同
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、

第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

岐
阜
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間(

同
条
の
規
定
に

よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。)

を
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員

第
九
条
中｢

及
び
第
二
号｣

を｢

か
ら
第
三
号
ま
で｣

に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
表
第
六
条
第
九
項
の
項
を
削
り
、
同
表
第
十
二
条
の
六
第
二
項
第
二
号
の
項
中｢

再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

を｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

に
改
め
、
同
表
第
十
四
条
第
四

項
の
項
を
削
り
、
同
表
第
三
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
三
十
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
三
十

三
条
第
二
項
及
び
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
項
中

｢

、
第
三
十
二
条
第
二
項
た
だ
し
書｣

を

｢

及
び
第
二
項
た
だ
し
書｣

に
、｢

及
び
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号｣

を｢

並
び
に
第
四
十
二
条

第
一
項
第
一
号｣

に
、｢

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

を｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

に

改
め
る
。

第
二
十
五
条
中｢

に
規
定
す
る
条
例｣

を｢

の
条
例｣

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中｢

第
二
十
八
条

の
五
第
一
項｣

を｢

第
二
十
二
条
の
四
第
一
項｣

に
、｢

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等｣

を｢

定
年

前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等｣

に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中｢

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等｣

を｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

等｣

に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
削
り
、
附
則
に
次
の
見
出
し
及
び
二
項
を
加
え
る
。

(

勤
務
条
件
条
例
付
則
第
二
十
八
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員

等
に
関
す
る
読
替
え)

２

育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
に
対
す
る
勤
務
条
件
条
例
付
則
第
二
十
八
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中｢)

と
す
る｣

と
あ
る
の
は
、｢)

に
、
岐
阜
県
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例(

平
成
四
年
岐
阜
県
条
例
第
四
号)

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た

第
三
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
項
本
文
に

規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る｣

と
す
る
。

３

法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
が
勤
務
条
件
条
例
付
則
第
二
十
八
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

｢

第
二
十
一
条
ま
で｣

と
あ
る
の
は
、｢

第
二
十
一
条
ま
で
並
び
に
附
則
第
二
項｣

と
す
る
。

(

岐
阜
県
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

第
九
条

岐
阜
県
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例(

平
成
十
三
年
岐
阜
県
条
例
第

四
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
二
号
中｢

第
二
十
八
条
の
五
第
一
項｣

を｢

第
二
十
二
条
の
四
第
一
項｣

に
改

め
、
同
項
第
四
号
中｢

引
き
続
い
て｣

を｢

引
き
続
き｣

に
改
め
、
同
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、

第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

岐
阜
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間(

同
条
の
規
定
に

よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。)

を
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員

(
岐
阜
県
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

第
十
条

岐
阜
県
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例(

平
成
十
七
年
岐
阜
県
条
例
第

四
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中｢
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項｣

を｢

第
二
十
二
条
の
四
第
一
項｣

に
改
め
る
。

(

岐
阜
県
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正)
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第
十
一
条

岐
阜
県
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
条
例(

平
成
十
九
年
岐
阜
県
条
例
第
四
十
四

号)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
号
中｢

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項｣

を｢

第
二
十
八
条
の
六
第
一
項｣

に
、｢

第
二

十
八
条
の
三
第
一
項｣

を｢

第
二
十
八
条
の
七
第
一
項｣

に
改
め
る
。

(

岐
阜
県
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例
の
廃
止)

第
十
二
条

岐
阜
県
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例(

平
成
十
二
年
岐
阜
県
条
例
第
六
十
号)

は
、
廃

止
す
る
。

附

則

(

施
行
期
日)

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
二
十
七
項
の
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

勤
務
延
長
に
関
す
る
経
過
措
置)

２

任
命
権
者
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日(

以
下｢
施
行
日｣

と
い
う
。)

前
に
第
一
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
岐
阜
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例(
以
下｢

旧
定
年
条
例｣

と
い
う
。)

第
四

条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
か
つ
、
旧
定
年
条
例
勤
務
延
長
期

限(

同
条
第
一
項
の
期
限
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
限
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。)

が
施
行
日
以
後
に
到
来
す
る
職
員(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

旧
定
年
条
例

勤
務
延
長
職
員｣

と
い
う
。)

に
つ
い
て
、
旧
定
年
条
例
勤
務
延
長
期
限
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ

り
延
長
さ
れ
た
期
限
が
到
来
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
岐
阜
県
職
員

の
定
年
等
に
関
す
る
条
例(

以
下｢

新
定
年
条
例｣

と
い
う
。)

第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事

由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
限
は
、
当
該

旧
定
年
条
例
勤
務
延
長
職
員
に
係
る
旧
定
年
条
例
第
二
条
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

任
命
権
者
は
、
基
準
日(

施
行
日
、
令
和
七
年
四
月
一
日
、
令
和
九
年
四
月
一
日
、
令
和
十
一
年

四
月
一
日
及
び
令
和
十
三
年
四
月
一
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)

か
ら
基
準
日
の

翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
基
準
日
に
お
け
る
新
条
例
定
年(

新
定
年
条
例
第
三
条
に
規
定

す
る
定
年
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

が
基
準
日
の
前
日
に
お
け
る
新
条
例
定
年(

基
準
日
が
施
行
日

で
あ
る
場
合
に
は
、
施
行
日
の
前
日
に
お
け
る
旧
定
年
条
例
第
三
条
に
規
定
す
る
定
年)

を
超
え
る

職(

基
準
日
に
お
け
る
新
条
例
定
年
が
新
定
年
条
例
第
三
条
本
文
に
規
定
す
る
定
年
で
あ
る
職
に
限

る
。)

及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
基
準
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
職
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
職
に
、
基
準
日
か
ら
基
準
日
の
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
定
年
条
例
第
四
条
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
、
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律(

令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以

下｢

令
和
三
年
改
正
法｣

と
い
う
。)

附
則
第
三
条
第
五
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
て
い

る
職
員
の
う
ち
、
基
準
日
の
前
日
に
お
い
て
同
日
に
お
け
る
当
該
職
に
係
る
新
条
例
定
年(

基
準
日

が
施
行
日
で
あ
る
場
合
に
は
、
施
行
日
の
前
日
に
お
け
る
旧
定
年
条
例
第
三
条
に
規
定
す
る
定
年)

に
達
し
て
い
る
職
員(

当
該
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
に
あ
っ
て
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
職
員)

を
、
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

４

新
定
年
条
例
第
四
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勤
務
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

(

定
年
退
職
者
等
の
再
任
用
に
関
す
る
経
過
措
置)

５

任
命
権
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
年
齢
六
十
五
年
に
達
す
る
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
三

月
三
十
一
日(

以
下｢

年
齢
六
十
五
年
到
達
年
度
の
末
日｣

と
い
う
。)

ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ

て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
係
る
旧
条
例
定
年(

旧
定
年
条
例
第

三
条
に
規
定
す
る
定
年
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)(

施
行
日
以
後
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
職
及
び
施
行

日
以
後
に
組
織
の
変
更
等
に
よ
り
名
称
が
変
更
さ
れ
た
職
に
あ
っ
て
は
、
当
該
職
が
施
行
日
の
前
日

に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
旧
条
例
定
年
に
準
じ
た
当
該
職
に
係
る
年
齢
。
附

則
第
十
項
に
お
い
て
同
じ
。)

に
達
し
て
い
る
も
の
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会

規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
当
該
常

時
勤
務
を
要
す
る
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

施
行
日
前
に
旧
定
年
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者

二

旧
定
年
条
例
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
三
条
第
五
項
又
は

附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者

三

二
十
五
年
以
上
勤
続
し
て
施
行
日
前
に
退
職
し
た
者(

前
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。)

で
あ
っ

て
、
当
該
退
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の

四

二
十
五
年
以
上
勤
続
し
て
施
行
日
前
に
退
職
し
た
者(

前
三
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。)

で
あ
っ

て
、
当
該
退
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
旧
地
方
公
務
員

法
再
任
用(

令
和
三
年
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
公
務
員
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

六
十
一
号)

第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
す
る
こ
と
を
い
う
。)

又
は
暫
定
再
任
用(

こ
の
項
、

次
項
又
は
附
則
第
十
項
、
第
十
一
項
、
第
十
三
項
、
第
十
四
項
、
第
十
六
項
若
し
く
は
第
十
七
項

の
規
定
に
よ
り
採
用
す
る
こ
と
を
い
う
。
次
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。)

を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
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る
も
の

６

令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
任
命
権
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
年
齢
六
十
五

年
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
常
時
勤
務
を

要
す
る
職
に
係
る
新
条
例
定
年
に
達
し
て
い
る
も
の
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会

規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
当
該
常

時
勤
務
を
要
す
る
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

施
行
日
以
後
に
新
定
年
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者

二

施
行
日
以
後
に
新
定
年
条
例
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し

た
者

三

施
行
日
以
後
に
新
定
年
条
例
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者
の
う
ち
、
地
方
公
務
員

法
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
任
期
が
満
了
し
た
こ
と
に
よ
り
退
職
し
た
者

四

施
行
日
以
後
に
新
定
年
条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者
の
う
ち
、
地
方

公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
に
規
定

す
る
任
期
が
満
了
し
た
こ
と
に
よ
り
退
職
し
た
者

五

二
十
五
年
以
上
勤
続
し
て
施
行
日
以
後
に
退
職
し
た
者(
前
各
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。)

で

あ
っ
て
、
当
該
退
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の

六

二
十
五
年
以
上
勤
続
し
て
施
行
日
以
後
に
退
職
し
た
者(

前
各
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。)

で

あ
っ
て
、
当
該
退
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
暫
定
再
任

用
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
も
の

７

前
二
項
の
任
期
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
更
新
さ
れ
た
任
期
は
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で

更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
任
期
の
末
日
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
す
る
者

又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
更
新
す
る
者
の
年
齢
六
十
五
年
到
達
年
度
の
末
日
以
前
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

８

暫
定
再
任
用
職
員(

附
則
第
五
項
、
第
六
項
、
第
十
項
、
第
十
一
項
、
第
十
三
項
、
第
十
四
項
、

第
十
六
項
又
は
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
前
項
の
規

定
に
よ
る
任
期
の
更
新
は
、
当
該
暫
定
再
任
用
職
員
の
当
該
更
新
直
前
の
任
期
に
お
け
る
勤
務
実
績

が
、
当
該
暫
定
再
任
用
職
員
の
能
力
評
価
及
び
業
績
評
価
の
全
体
評
語
そ
の
他
勤
務
の
状
況
を
示
す

事
実
に
基
づ
き
良
好
で
あ
る
場
合
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

９

任
命
権
者
は
、
暫
定
再
任
用
職
員
の
任
期
を
更
新
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
暫
定
再
任

用
職
員
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10

任
命
権
者
は
、
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
県
が
構
成
団
体
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
組

合(

次
項
並
び
に
附
則
第
十
六
項
及
び
第
十
七
項
に
お
い
て｢

組
合｣

と
い
う
。)

に
お
け
る
附
則

第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
年
齢
六
十
五
年
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ

て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
係
る
旧
条
例
定
年
に
達
し
て
い
る
も

の
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一

年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
当
該
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

11

令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
任
命
権
者
は
、
附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
組

合
に
お
け
る
同
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
年
齢
六
十
五
年
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る

者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
係
る
新
条
例
定
年
に
達
し

て
い
る
も
の
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に

よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
当
該
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

12

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
附
則
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

13

任
命
権
者
は
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
第
五
項

各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
年
齢
六
十
五
年
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当

該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
職(

新
定
年
条
例
第
十
三
条
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務

の
職
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

に
係
る
旧
条
例
定
年
相
当
年
齢(

短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員

が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
と
同
種
の
職
を
占
め
て
い
る
も

の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
旧
条
例
定
年(

施
行
日
以
後
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
短
時
間
勤
務
の
職
及

び
施
行
日
以
後
に
組
織
の
変
更
等
に
よ
り
名
称
が
変
更
さ
れ
た
短
時
間
勤
務
の
職
に
あ
っ
て
は
、
こ

れ
ら
の
短
時
間
勤
務
の
職
が
施
行
日
の
前
日
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
で
そ
の
職
務
が
こ
れ
ら
の
短

時
間
勤
務
の
職
と
同
種
の
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
と
き
に
お
け
る
旧
条
例
定
年
に
準
じ
た
こ

れ
ら
の
短
時
間
勤
務
の
職
に
係
る
年
齢)

を
い
う
。
附
則
第
十
六
項
に
お
い
て
同
じ
。)

に
達
し
て

い
る
も
の
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ

り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

14

令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
任
命
権
者
は
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
四

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
年
齢
六
十
五
年
到
達
年
度
の

末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
に
係
る
新

条
例
定
年
相
当
年
齢(

短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
で
そ
の
職
務

が
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
と
同
種
の
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
新
条
例
定
年
を
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い
う
。
附
則
第
十
七
項
及
び
第
二
十
六
項
に
お
い
て
同
じ
。)

に
達
し
て
い
る
も
の(

新
定
年
条
例

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
除
く
。)

を
、

従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

15

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
附
則
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

16

任
命
権
者
は
、
附
則
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
五
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
組
合
に
お
け
る
附
則

第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
年
齢
六
十
五
年
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ

て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
に
係
る
旧
条
例
定
年
相
当
年
齢
に
達
し
て
い

る
も
の
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、

一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を
定
め
、
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

17

令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
任
命
権
者
は
、
附
則
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
組
合
に
お
け
る
附
則
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
年
齢
六
十
五
年
到
達

年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
者
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
に

係
る
新
条
例
定
年
相
当
年
齢
に
達
し
て
い
る
も
の(

新
定
年
条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

当
該
短
時
間
勤
務
の
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
除
く
。)
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他

の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
任
期
を

定
め
、
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

18

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
附
則
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

(

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
三
項
の
条
例
で
定
め
る
職
及
び
年
齢)

19

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
三
項
の
条
例
で
定
め
る
職
は
、
次
に
掲
げ
る
職
と
す
る
。

一

施
行
日
以
後
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
職

二

施
行
日
以
後
に
組
織
の
変
更
等
に
よ
り
名
称
が
変
更
さ
れ
た
職

20

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
三
項
の
条
例
で
定
め
る
年
齢
は
、
前
項
に
規
定
す
る
職
が
施
行

日
の
前
日
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
旧
条
例
定
年
に
準
じ
た
当
該
職
に
係
る

年
齢
と
す
る
。

(

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
地
方
公
務
員
法
第

二
十
二
条
の
四
第
四
項
の
条
例
で
定
め
る
職
及
び
年
齢)

21

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
令
和
三

年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条

の
四
第
四
項
の
条
例
で
定
め
る
職
は
、
次
に
掲
げ
る
職
と
す
る
。

一

施
行
日
以
後
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
短
時
間
勤
務
の
職

二

施
行
日
以
後
に
組
織
の
変
更
等
に
よ
り
名
称
が
変
更
さ
れ
た
短
時
間
勤
務
の
職

22

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
四
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
令
和
三

年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条

の
四
第
四
項
の
条
例
で
定
め
る
年
齢
は
、
前
項
に
規
定
す
る
職
が
施
行
日
の
前
日
に
設
置
さ
れ
て
い

た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
職
を
占
め
る
職
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
で
そ
の
職
務

が
同
項
に
規
定
す
る
職
と
同
種
の
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
と
き
に
お
け
る
旧
条
例
定
年
に
準

じ
た
同
項
に
規
定
す
る
職
に
係
る
年
齢
と
す
る
。

(

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
五
項
の
条
例
で
定
め
る
職
並
び
に
条
例
で
定
め
る
者
及
び
職
員)

23

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
五
項
の
条
例
で
定
め
る
職
は
、
次
に
掲
げ
る
職
の
う
ち
、
当
該

職
が
基
準
日(

附
則
第
五
項
か
ら
第
十
八
項
ま
で
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
に
お
け
る
各
年
の
四
月

一
日(

施
行
日
を
除
く
。)

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
か
ら
附
則
第
二
十
五
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。)

の
前
日
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
基
準
日
に
お
け
る
新
条
例
定
年
が
基
準

日
の
前
日
に
お
け
る
新
条
例
定
年
を
超
え
る
職
と
す
る
。

一

基
準
日
以
後
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
職(

短
時
間
勤
務
の
職
を
含
む
。)

二

基
準
日
以
後
に
組
織
の
変
更
等
に
よ
り
名
称
が
変
更
さ
れ
た
職(

短
時
間
勤
務
の
職
を
含
む
。)

24

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
五
項
の
条
例
で
定
め
る
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
職
が
基
準
日

の
前
日
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
日
に
お
け
る
当
該
職
に
係
る
新
条
例

定
年
に
達
し
て
い
る
者
と
す
る
。

25

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
八
条
第
五
項
の
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
附
則
第
二
十
三
項
に
規
定
す

る
職
が
基
準
日
の
前
日
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
日
に
お
け
る
当
該
職

に
係
る
新
条
例
定
年
に
達
し
て
い
る
職
員
と
す
る
。

(

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
関
す
る
経
過
措
置)

26

任
命
権
者
は
、
基
準
日(

令
和
七
年
四
月
一
日
、
令
和
九
年
四
月
一
日
、
令
和
十
一
年
四
月
一
日

及
び
令
和
十
三
年
四
月
一
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)

か
ら
基
準
日
の
翌
年
の
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
基
準
日
に
お
け
る
新
条
例
定
年
相
当
年
齢
が
基
準
日
の
前
日
に
お
け
る
新

条
例
定
年
相
当
年
齢
を
超
え
る
短
時
間
勤
務
の
職(

基
準
日
に
お
け
る
新
条
例
定
年
相
当
年
齢
が
新

定
年
条
例
第
三
条
本
文
に
規
定
す
る
定
年
で
あ
る
短
時
間
勤
務
の
職
に
限
る
。)

及
び
こ
れ
に
相
当

す
る
基
準
日
以
後
に
設
置
さ
れ
た
短
時
間
勤
務
の
職
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
短
時
間

勤
務
の
職(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

新
条
例
原
則
定
年
相
当
年
齢
引
上
げ
短
時
間
勤
務
職｣

と
い
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う
。)

に
、
基
準
日
の
前
日
ま
で
に
新
定
年
条
例
第
十
三
条
に
規
定
す
る
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者

と
な
っ
た
者(

基
準
日
前
か
ら
新
定
年
条
例
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た

後
基
準
日
以
後
に
退
職
を
し
た
者
を
含
む
。)

の
う
ち
基
準
日
の
前
日
に
お
い
て
同
日
に
お
け
る
当

該
新
条
例
原
則
定
年
相
当
年
齢
引
上
げ
短
時
間
勤
務
職
に
係
る
新
条
例
定
年
相
当
年
齢
に
達
し
て
い

る
者(

当
該
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
短
時
間
勤
務
の
職
に
あ
っ
て
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
者)

を
、
新
定
年
条
例
第
十
三
条
又
は
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
新
条
例
原
則
定
年
相
当
年
齢
引
上
げ
短
時
間
勤
務
職
に
、
新
定
年
条
例
第
十
三
条
又
は
第
十

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員(

以
下｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

と
い

う
。)

の
う
ち
基
準
日
の
前
日
に
お
い
て
同
日
に
お
け
る
当
該
新
条
例
原
則
定
年
相
当
年
齢
引
上
げ

短
時
間
勤
務
職
に
係
る
新
条
例
定
年
相
当
年
齢
に
達
し
て
い
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

(

当
該
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
短
時
間
勤
務
の
職
に
あ
っ
て
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員)

を
、
昇
任
し
、
降
任
し
、
又
は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
年
齢)

27

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
年
齢
は
、
年
齢
六
十
年
と
す

る
。

(

給
与
、
退
職
手
当
等
に
関
す
る
経
過
措
置)

28

暫
定
再
任
用
職
員
に
対
す
る
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
二

条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中｢

第
五
条｣

と
あ
る
の
は
、｢

第
五
条
又
は
岐
阜

県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例(

令
和
四
年
岐
阜
県
条
例
第
三

十
三
号)

附
則
第
五
項
、
第
六
項
、
第
十
項
、
第
十
一
項
、
第
十
三
項
、
第
十
四
項
、
第
十
六
項
若

し
く
は
第
十
七
項｣

と
す
る
。

29

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す

る
条
例(

以
下｢

新
給
与
条
例｣

と
い
う
。)

付
則
第
二
十
八
項
か
ら
第
三
十
七
項
ま
で
の
規
定
は
、

令
和
三
年
改
正
法
附
則
第
三
条
第
五
項
又
は
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
て
い
る
職
員
に
は

適
用
し
な
い
。

30

暫
定
再
任
用
職
員(

短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
暫
定
再
任
用
職
員(

以
下｢

暫
定
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員｣

と
い
う
。)

を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。)

の
給
料
月
額
は
、

当
該
暫
定
再
任
用
職
員
が
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
で
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ

る
岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す

る
給
料
表
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
給
料
月
額
の
う
ち
、
同
条
例
第

五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
暫
定
再
任
用
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
と
す
る
。

31

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律(

平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下｢

育
児
休
業
法｣

と
い
う
。)

第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
暫
定
再
任
用
職
員
に
対
す

る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中｢

と
す
る｣

と
あ
る
の
は
、｢

に
、
岐
阜
県
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤

務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
第
三
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
当
該
暫
定
再
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
項
本
文
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を

乗
じ
て
得
た
額
と
す
る｣

と
す
る
。

32

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
給
料
月
額
は
、
当
該
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
が
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
で
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時

間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
給
料
表
の
定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
給
料
月
額
の
う
ち
、
同
条
例
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
に
、
同
条
例
第
三
十
一
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規

定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

33

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
新
給
与
条

例
第
十
二
条
の
六
第
二
項
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
二
条
の
三
、

第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
一
条
第
二
項
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
第
二
項
及
び
第
四
十
二

条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

34

暫
定
再
任
用
職
員
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
し
て
、
新
給
与
条
例
第
二
十
二

条
の
六
第
二
項
、
第
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
二
十
九
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

35

新
給
与
条
例
第
二
十
五
条
第
一
項
の
職
員
に
暫
定
再
任
用
職
員
が
含
ま
れ
る
場
合
に
お
け
る
勤
勉

手
当
の
額
の
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
ご
と
の
総
額
の
算
定
に
係
る
同
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員｣

と
あ
る
の
は｢

定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
岐
阜
県
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

条
例(

令
和
四
年
岐
阜
県
条
例
第
三
十
三
号)

附
則
第
八
項
に
規
定
す
る
暫
定
再
任
用
職
員(

次
号

に
お
い
て｢

暫
定
再
任
用
職
員｣

と
い
う
。)｣

と
、
同
項
第
二
号
中｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員｣
と
あ
る
の
は｢

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
暫
定
再
任
用
職
員｣

と
す
る
。

36

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
第
十
条
の
二
か
ら
第
十
二

条
ま
で
、
第
十
二
条
の
三
、
第
十
二
条
の
五
及
び
第
二
十
条
の
三
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
並
び
に
新

給
与
条
例
第
六
条
の
規
定
は
、
暫
定
再
任
用
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。

37

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
は
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条

号 外 � 岐 阜 県 公 報 令和４年10月12日 ( )20



の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者
と
み
な
し
て
、
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
岐
阜

県
教
育
職
員
の
給
与
そ
の
他
の
勤
務
条
件
の
特
例
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。

38

暫
定
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
は
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時

間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
と
み
な
し
て
、
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
岐
阜
県
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

岐
阜
県
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
並
び
に
第
十
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
岐
阜
県
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
第
三
条
の
規
定
を
適

用
す
る
。

39

附
則
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

(

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

40

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例(

昭
和
四
十
八
年
岐
阜
県
条
例
第
三
十
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
項
中｢

に
新
条
例｣

を｢

に
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例｣

に
改
め
、｢

第
五
条
ま
で｣

の
下
に｢

又
は
附
則
第
十
八
項
若
し
く
は
第
十
九
項｣

を
加
え
、｢

新
条
例
第
三
条
か
ら
第
五
条
の

三
ま
で｣

を｢

同
条
例
第
三
条
か
ら
第
五
条
の
三
の
二
ま
で
並
び
に
附
則
第
十
八
項
か
ら
第
二
十
二

項
ま
で
及
び
第
二
十
五
項
か
ら
第
二
十
九
項
ま
で｣

に
改
め
る
。

附
則
第
六
項
中｢

に
新
条
例｣

を｢

に
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例｣
に
、｢

新
条
例
第
五
条
の

二｣

を｢

同
条
例
第
五
条
の
二(

同
条
例
第
五
条
の
三
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。)

並
び
に
附
則
第
二
十
一
項
及
び
第
二
十
二
項｣

に
改
め
る
。

附
則
第
七
項
中｢

新
条
例｣

を｢

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例｣

に
改
め
、｢

第
五
条｣

の
下
に

｢

又
は
附
則
第
十
九
項｣

を
加
え
る
。

附
則
第
八
項
中｢

新
条
例｣

を｢

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例｣

に
、｢

第
五
条
の
三
ま
で
及
び｣

を｢

第
五
条
の
三
の
二
ま
で
、｣

に
改
め
、｢

第
六
条
の
五
ま
で｣

の
下
に｢

及
び
附
則
第
二
十
一
項

か
ら
第
二
十
四
項
ま
で｣

を
加
え
る
。

附
則
第
十
四
項
中｢

対
す
る
新
条
例｣

を｢

対
す
る
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例｣

に
、｢

、
新

条
例｣

を｢

、
同
条
例｣

に
、｢

第
五
条
の
三
ま
で
及
び｣

を｢

第
五
条
の
三
の
二
ま
で
、｣

に
改
め
、

｢

第
六
条
の
五
ま
で｣

の
下
に｢

及
び
附
則
第
二
十
一
項
か
ら
第
二
十
四
項
ま
で｣

を
加
え
、
同
項

第
一
号
中｢

新
条
例｣

を｢

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例｣

に
改
め
る
。

(

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

41

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例(

平
成
十
五
年
岐
阜
県
条
例
第
六
十
三

号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
項
中｢

附
則
第
二
十
六
項｣

を｢

附
則
第
七
項｣

に
改
め
る
。

(

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正)

42

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例(

平
成
十
八
年
岐
阜
県
条
例
第
七
号)

の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中｢

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例(

平
成
十
五
年
岐
阜
県

条
例
第
六
十
三
号｣

を｢

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例(

平
成
十
五
年

岐
阜
県
条
例
第
六
十
三
号｣

に
、｢

新
条
例
第
二
条
の
四
か
ら
第
五
条
の
三｣

を｢

岐
阜
県
職
員
退

職
手
当
条
例
第
二
条
の
四
か
ら
第
五
条
の
三
の
二｣

に
、｢

並
び
に
附
則
第
二
十
六
項
か
ら
第
二
十

八
項｣

を｢

並
び
に
附
則
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
附
則
第
二
十
一
項
か
ら
第
二
十
四
項｣

に

改
め
る
。

附
則
第
六
項
中｢

新
条
例
第
五
条
の
二｣

を｢

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
第
五
条
の
二(

同
条

例
第
五
条
の
三
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

及
び
附
則
第
二
十
二
項｣

に
、｢

同
条
第
一
項｣

を｢

同
条
例
第
五
条
の
二
第
一
項
及
び
附
則
第
二
十
二
項｣

に
改
め
る
。

43

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例(

平
成
二
十
九
年
岐
阜
県
条
例
第
二
十
五

号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中

｢

改
正
後
の
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例

(

以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て

｢

新
条
例｣

と
い
う
。)｣

を｢

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例｣

に
、｢

新
条
例
附
則
第
三
十
六
項｣

を｢

同
条
例
附
則
第
十
七
項｣

に
、｢

退
職
し
た
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例｣

を｢

退
職
し
た
同

条
例｣

に
、｢

あ
っ
て
岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例｣

を｢

あ
っ
て
同
条
例｣

に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
中｢

新
条
例｣

を｢

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当
条
例｣

に
、｢

岐
阜
県
職
員
退
職
手
当

条
例
第
十
条
第
十
五
項｣

を｢

同
条
第
十
五
項｣

に
改
め
る
。

岐
阜
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
十
月
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
三
十
四
号

岐
阜
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

岐
阜
県
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例(

平
成
二
十
七
年
岐
阜
県
条
例
第
四
十
五
号)

の
一
部
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を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
一
の
項
中
第
七
号
を
第
九
号
と
し
、
第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、

同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

７

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎(

Ｂ
型
肝
炎
及
び
Ｃ
型
肝
炎
に
限
る
。)

の
患
者
に
対
す
る
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

別
表
第
一
一
の
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、

第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

２

清
流
の
国
ぎ
ふ
大
学
生
等
奨
学
金
条
例(

平
成
二
十
八
年
岐
阜
県
条
例
第
十
四
号)

に
よ
る
清

流
の
国
ぎ
ふ
大
学
生
等
奨
学
金
の
貸
与
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

別
表
第
二
一
の
項
第
五
号
中｢

第
七
号｣
を｢

第
九
号｣

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同

項
第
四
号
中｢

第
六
号｣

を｢

第
八
号｣
に
改
め
、｢

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号)｣

を
削

り
、｢

児
童
扶
養
手
当
法(

昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号)

に
よ
る
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

に
関
す
る
情
報(

以
下｢

児
童
扶
養
手
当
関
係
情
報｣
と
い
う
。)｣

を｢

児
童
扶
養
手
当
関
係
情
報｣

に
改
め
、｢

(

昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号)｣
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第

三
号
中｢

第
三
号｣

を｢

第
四
号｣

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中｢

第
二
号

及
び
第
四
号｣

を｢

第
三
号
及
び
第
五
号｣

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
三
二
の
項
中｢

第
六
号｣

を｢

第
八
号｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

岐
阜
県
立
自
然
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
十
月
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
三
十
五
号

岐
阜
県
立
自
然
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

岐
阜
県
立
自
然
公
園
条
例(

昭
和
三
十
九
年
岐
阜
県
条
例
第
四
十
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

目
次
中

｢

第
八
条
の
八｣

を

｢

第
八
条
の
十
三｣

に
、｢

第
三
章
の
二

生
態
系
維
持
回
復
事
業

(

第
二
十
三
条
の
二
―
第
二
十
三
条
の
五)｣

を｢

第
三
章
の
二

生
態
系
維
持
回
復
事
業(

第
二
十
三

第
三
章
の
三

質
の
高
い
自
然
体
験
活
動
の
促
進
の

条
の
二
―
第
二
十
三
条
の
五)

た
め
の
措
置(

第
二
十
三
条
の
六
―
第
二
十
三
条
の
十)

｣

に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
中｢

の
決
定｣

を
削
り
、
同
条
中
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の

二
項
を
加
え
る
。

２

公
園
計
画
は
、
自
然
公
園
ご
と
に
、
当
該
自
然
公
園
内
の
自
然
の
風
景
地
の
保
護
と
そ
の
適
正
な

利
用
を
図
る
た
め
の
規
制
に
関
す
る
事
項
、
公
園
事
業
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い

て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
公
園
計
画
に
お
い
て
、
質
の
高
い
自
然
体
験
活
動
の

促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条
第
二
項
中｢

前
条
第
二
項｣

を｢

前
条
第
四
項｣

に
改
め
る
。

第
七
条
の
二
第
一
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
審
議
会
が
軽
微
な
事
項
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
審
議
会
の
意
見
を

聴
く
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
七
条
の
二
を
第
七
条
の
三
と
し
、
第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

協
議
会
に
よ
る
公
園
計
画
の
変
更
の
提
案)

第
七
条
の
二

第
八
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
は
第
八
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
拠

点
整
備
改
善
計
画
に
つ
い
て
、
第
二
十
三
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
は
第
二
十
三
条
の
七
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別
表
第
一
一
の

項
第
二
号
に
掲
げ

る
事
務

児
童
福
祉
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号)
に
よ
る
児
童
及

び
そ
の
家
庭
に
つ
い
て
の
調
査
及
び
判
定
に
関
す
る
情
報
、
身
体
障
害

者
福
祉
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号)
に
よ
る
身
体
障

害
者
手
帳
に
関
す
る
情
報
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す

る
法
律(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

に
よ
る
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
に
関
す
る
情
報
、
生
活
保
護
関
係
情
報
、
外
国
人
生
活

保
護
関
係
情
報
、
知
的
障
害
者
福
祉
法(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十

七
号)

に
い
う
知
的
障
害
者
に
関
す
る
情
報
、
児
童
扶
養
手
当
法(

昭

和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号)

に
よ
る
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

に
関
す
る
情
報(

以
下｢

児
童
扶
養
手
当
関
係
情
報｣

と
い
う
。)

又

は
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律(

昭
和
三
十
九
年
法

律
第
百
三
十
四
号)

に
よ
る
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
関
す
る
情

報
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の



第
一
項
に
規
定
す
る
自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
に
つ
い
て
、
知
事
に
対
し
、
そ
の
作
成
の
た
め
に
必

要
な
公
園
計
画
の
変
更
を
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

提
案
に
係
る
公
園
計
画
の
素
案
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
提
案
を
踏
ま
え
た
公
園
計
画
の
変
更
を
す
る
必
要
が
な
い
と
判
断

し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
当
該
提
案
を
し
た
協
議
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

協
議
会
に
よ
る
公
園
事
業
の
決
定
等
の
提
案)

第
七
条
の
四

第
八
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
は
、
知
事
に
対
し
、
第
八
条
の
八
第
一
項
に

規
定
す
る
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
の
作
成
の
た
め
に
必
要
な
公
園
事
業
の
決
定
又
は
変
更
を
す
る

こ
と
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
提
案
に
係
る
公
園
事
業
の
素
案

そ
の
他
規
則
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
提
案
を
踏
ま
え
た
公
園
事
業
の
決
定
又
は
変
更
を
す
る
必
要
が
な

い
と
判
断
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
当
該
提
案
を
し
た
協
議
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
八
条
の
三
第
四
項
中｢

第
二
項｣

を｢

第
三
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
中

第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て

次
の
一
項
を
加
え
る
。

公
園
事
業
者(

第
八
条
第
三
項
の
認
可
を
受
け
た
者
に
限
る
。)

が
国
及
び
地
方
公
共
団
体
以
外

の
者
に
そ
の
公
園
事
業
の
全
部
を
譲
渡
す
る
場
合
に
お
い
て
、
譲
渡
人
及
び
譲
受
人
が
あ
ら
か
じ
め

そ
の
譲
渡
及
び
譲
受
け
に
つ
い
て
知
事
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
譲
受
人
は
、
譲
渡
人
に
係
る
公

園
事
業
者
の
地
位
を
承
継
す
る
。

第
二
章
中
第
八
条
の
八
を
第
八
条
の
十
三
と
す
る
。

第
八
条
の
七
第
一
項
中｢

知
事
は｣

の
下
に｢

、
こ
の
章(

第
四
条
か
ら
第
七
条
の
二
ま
で
を
除
く
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。)

の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て｣

を
加
え
、｢

、
こ
の
章(

第
四
条

か
ら
第
七
条
ま
で
を
除
く
。)

の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て｣

を
削
り
、
同
条
第
三
項
中

｢

第
一
項｣

の
下
に｢

及
び
第
二
項｣

を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中｢

前
項｣

を｢

前
二
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

知
事
は
、
こ
の
章
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
第
八
条
の
八
第
四
項
の
認
定
を
受

け
た
者
に
対
し
、
当
該
認
定
を
受
け
た
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画(

変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の

変
更
後
の
も
の
。
以
下｢

認
定
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画｣

と
い
う
。)

の
実
施
状
況
そ
の
他
必
要

な
事
項
に
関
し
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
認
定
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
に
係
る
土
地
若

し
く
は
建
物
内
に
立
ち
入
り
、
認
定
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
に
係
る
建
物
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他

の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
の
七
を
第
八
条
の
十
二
と
し
、
第
八
条
の
六
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

(

協
議
会)

第
八
条
の
七

自
然
公
園
の
区
域
を
そ
の
区
域
に
含
む
市
町
村
は
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
当
該
自

然
公
園
の
区
域
内
に
お
け
る
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
集
団
施
設
地
区
そ
の
他
の
公
園
の
利

用
の
た
め
の
拠
点(

以
下｢

利
用
拠
点｣

と
い
う
。)

と
な
る
区
域(

以
下｢

利
用
拠
点
区
域｣

と

い
う
。)

に
つ
い
て
、
公
園
事
業
に
係
る
施
設
の
整
備
改
善
を
中
心
と
し
た
当
該
利
用
拠
点
の
質
の

向
上
の
た
め
の
整
備
改
善
に
関
し
必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
の
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
つ
て
構
成
す
る
。

一

当
該
市
町
村

二

当
該
利
用
拠
点
区
域
内
に
お
い
て
公
園
事
業
を
執
行
し
、
又
は
執
行
す
る
と
見
込
ま
れ
る
者

三

当
該
利
用
拠
点
区
域
内
の
施
設
、
土
地
又
は
木
竹
で
あ
つ
て
利
用
拠
点
の
整
備
改
善
に
関
す
る

事
業(

以
下｢

利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業｣

と
い
う
。)

に
係
る
も
の
の
所
有
者
又
は
使
用
及
び

収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
を
有
す
る
者

四

そ
の
他
当
該
市
町
村
が
必
要
と
認
め
る
者

３

当
該
自
然
公
園
の
区
域
内
に
お
い
て
公
園
事
業
を
執
行
し
、
又
は
執
行
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当

該
公
園
事
業
に
係
る
施
設
の
整
備
改
善
を
含
む
地
域
に
お
け
る
利
用
拠
点
の
質
の
向
上
の
た
め
の
整

備
改
善
に
関
し
て
協
議
を
行
う
協
議
会
が
組
織
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
市
町
村
に
対
し

て
、
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
を
組
織
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

市
町
村
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
会
を
組
織
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
規
則
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

当
該
利
用
拠
点
区
域
内
に
お
い
て
公
園
事
業
を
執
行
し
、
又
は
執
行
し
よ
う
と
す
る
者
及
び
第
二

項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
の
構
成
員
で
な
い
も
の
は
、
同
項
の

規
定
に
よ
り
協
議
会
を
組
織
す
る
市
町
村
に
対
し
て
、
自
己
を
当
該
協
議
会
の
構
成
員
と
し
て
加
え

る
よ
う
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
受
け
た
市
町
村
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
当
該
申
出
に
応
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
に
対
し
て
、

資
料
の
提
供
、
意
見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
に
お
い
て
協
議
が
調
つ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
該
協
議
会
の
構
成
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員
は
、
そ
の
協
議
の
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

当
該
協
議
会
が
定
め
る
。

(

利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
の
認
定)

第
八
条
の
八

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
に
お
い
て
、
公
園
計
画
に
基
づ
き
、
規
則
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
協
議
会
の
構
成
員
で
あ
る
市
町
村
の
区
域
内
の
自
然
公
園
の
区
域
内
に
お
け

る
利
用
拠
点
区
域
に
つ
い
て
、
公
園
事
業
に
係
る
施
設
の
整
備
改
善
を
中
心
と
し
た
利
用
拠
点
の
質

の
向
上
の
た
め
の
整
備
改
善
に
関
す
る
計
画(

以
下｢

利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画｣

と
い
う
。)

を

作
成
し
た
と
き
は
、
当
該
協
議
会
の
構
成
員
で
あ
る
市
町
村
及
び
当
該
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
に

記
載
さ
れ
た
利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
共
同
で
、
知
事
の
認
定
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
の
区
域(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て｢

計
画
区
域｣

と
い
う
。)

二

計
画
区
域
に
お
け
る
利
用
拠
点
の
質
の
向
上
の
た
め
の
整
備
改
善
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

三

利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
の
目
標

四

前
号
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
の
内
容
、
実
施
主
体
及
び
実

施
時
期

五

第
八
条
第
二
項
の
協
議
又
は
同
条
第
三
項
の
認
可
を
要
す
る
利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
に
あ
つ

て
は
、
同
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

六

第
八
条
第
六
項
の
協
議
若
し
く
は
認
可
又
は
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
要
す
る
利
用

拠
点
整
備
改
善
事
業
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
変
更
に
係
る
も
の

七

計
画
期
間

八

そ
の
他
規
則
で
定
め
る
事
項

３

利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
は
、
景
観
法(

平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号)

第
八
条
第
一
項
に
規
定

す
る
景
観
計
画
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
利

用
拠
点
整
備
改
善
計
画
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

一

公
園
計
画
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
の
実
施
が
計
画
区
域
に
お
け
る
利
用
拠
点
の
質
の
向
上
に
寄
与

す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

三

当
該
自
然
公
園
の
保
護
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

円
滑
か
つ
確
実
に
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

５

知
事
は
、
当
該
自
然
公
園
の
保
護
又
は
利
用
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要

な
限
度
に
お
い
て
、
前
項
の
認
定
に
条
件
を
付
し
、
及
び
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

知
事
は
、
第
四
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
認
定
に
係
る

利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
の
概
要
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

認
定
を
受
け
た
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
の
変
更)

第
八
条
の
九

前
条
第
四
項
の
認
定
を
受
け
た
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
第
八
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
に
お
い
て
当
該
変
更
に
係
る
利
用
拠
点
整
備
改
善

計
画
を
作
成
し
、
当
該
協
議
会
の
構
成
員
で
あ
る
市
町
村
及
び
当
該
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
に
記

載
さ
れ
た
利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
共
同
で
、
知
事
の
認
定
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
条
第
四
項
の
認
定(

前
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

を
受
け
た
者
は
、
前
項
た

だ
し
書
の
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
変
更
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(

認
定
の
取
消
し)

第
八
条
の
十

知
事
は
、
第
八
条
の
八
第
四
項
の
認
定
を
受
け
た
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画(

変
更
が

あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。)

が
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適

合
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る

も
の
と
す
る
。

(

公
園
事
業
に
関
す
る
特
例)

第
八
条
の
十
一

利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
そ
の
利
用
拠
点
整
備
改
善

計
画
に
つ
い
て
第
八
条
の
八
第
四
項
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
を
受
け
た
利
用
拠
点
整

備
改
善
計
画
に
記
載
さ
れ
た
利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
の
う
ち
、
第
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第
六
項

の
協
議
を
し
、
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
六
項
の
認
可
を
受
け
、
又
は
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
協
議
を
し
、
認
可
を
受

け
、
又
は
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
九
条
第
八
項
中｢
前
四
項｣

を｢

第
四
項
か
ら
前
項
ま
で｣

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中｢

執
行｣

の
下
に｢

又
は
認
定
利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業(

認
定
利
用
拠
点
整
備
改
善
計
画
に
係
る
利
用
拠
点
整
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備
改
善
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)｣

を
加
え
、
同
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号

と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

認
定
自
然
体
験
活
動
促
進
事
業(

第
二
十
三
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
自
然
体
験
活
動

促
進
計
画
に
係
る
第
二
十
三
条
の
六
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
を
い

う
。
以
下
同
じ
。)

と
し
て
行
う
行
為

第
十
条
第
四
項
第
三
号
中｢

た
め｣

の
下
に｢

、
又
は
認
定
利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業
を
行
う
た
め｣

を
加
え
、
同
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

認
定
自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
を
行
う
た
め
に
立
ち
入
る
場
合

第
十
八
条
中｢

第
十
条
第
四
項
第
七
号｣
を｢

第
十
条
第
四
項
第
八
号｣

に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
七
項
第
一
号
中｢

執
行｣
の
下
に｢

又
は
認
定
利
用
拠
点
整
備
改
善
事
業｣

を
加
え
、

同
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

認
定
自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
と
し
て
行
う
行
為

第
二
十
一
条
の
見
出
し
中｢

報
告
の
徴
収｣

を｢

報
告
徴
収｣
に
改
め
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項

中｢

第
十
条
第
四
項
第
七
号｣

を｢

第
十
条
第
四
項
第
八
号｣

に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

野
生
動
物(

鳥
類
又
は
哺
乳
類
に
属
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。)

に

餌
を
与
え
る
こ
と
そ
の
他
の
野
生
動
物
の
生
態
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
で
規
則
で
定
め
る
も
の
で

あ
つ
て
、
当
該
自
然
公
園
の
利
用
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
を
行
う
こ
と
。

第
二
十
三
条
第
二
項
中｢

前
項
第
二
号｣

の
下
に｢

又
は
第
三
号｣

を
加
え
る
。

第
三
章
の
二
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
三
章
の
三

質
の
高
い
自
然
体
験
活
動
の
促
進
の
た
め
の
措
置

(

協
議
会)

第
二
十
三
条
の
六

自
然
公
園
の
区
域
を
そ
の
区
域
に
含
む
市
町
村
は
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
当

該
自
然
公
園
の
区
域
に
つ
い
て
、
質
の
高
い
自
然
体
験
活
動
の
促
進
に
関
し
必
要
な
協
議
を
行
う
た

め
の
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
つ
て
構
成
す
る
。

一

当
該
市
町
村

二

当
該
自
然
公
園
の
区
域
内
に
お
い
て
自
然
体
験
活
動
の
促
進
に
関
す
る
事
業(

以
下｢

自
然
体

験
活
動
促
進
事
業｣

と
い
う
。)

を
実
施
し
、
又
は
実
施
す
る
と
見
込
ま
れ
る
者

三

当
該
市
町
村
の
区
域
内
の
施
設
、
土
地
又
は
木
竹
で
あ
つ
て
自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
に
係
る

も
の
の
所
有
者
、
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
を
有
す
る
者
又
は
管
理
者

四

そ
の
他
当
該
市
町
村
が
必
要
と
認
め
る
者

３

第
八
条
の
七
第
三
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中｢

公
園
事
業
を
執
行
し
、
又
は
執
行
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
当
該
公
園
事
業
に
係
る
施
設
の
整
備
改
善
を
含
む
地
域
に
お
け
る
利
用
拠
点
の
質
の
向
上
の

た
め
の
整
備
改
善｣

と
あ
る
の
は｢

自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
を
実
施
し
、
又
は
実
施
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
当
該
自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
を
実
施
し
、
又
は
実
施
し
よ
う
と
す
る
地
域
に
お
け
る
質

の
高
い
自
然
体
験
活
動
の
促
進｣

と
、
同
条
第
四
項
中｢

第
一
項｣

と
あ
る
の
は｢

第
二
十
三
条
の

六
第
一
項｣

と
、
同
条
第
五
項
中｢

当
該
利
用
拠
点
区
域
内
に
お
い
て
公
園
事
業
を
執
行
し
、
又
は

執
行
し
よ
う
と
す
る
者
及
び
第
二
項
第
三
号｣

と
あ
る
の
は｢

当
該
自
然
公
園
の
区
域
内
に
お
い
て

自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
を
実
施
し
、
又
は
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
及
び
第
二
十
三
条
の
六
第
二
項

第
三
号｣

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

(

自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
の
認
定)

第
二
十
三
条
の
七

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
に
お
い
て
、
公
園
計
画
に
基
づ
き
、
規
則
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
協
議
会
の
構
成
員
で
あ
る
市
町
村
の
区
域
内
の
自
然
公
園
の
区
域
に
つ

い
て
、
質
の
高
い
自
然
体
験
活
動
の
促
進
に
関
す
る
計
画(

以
下｢

自
然
体
験
活
動
促
進
計
画｣

と

い
う
。)

を
作
成
し
た
と
き
は
、
当
該
協
議
会
の
構
成
員
で
あ
る
市
町
村
及
び
当
該
自
然
体
験
活
動

促
進
計
画
に
記
載
さ
れ
た
自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
共
同
で
、
知
事

の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
の
区
域(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て｢

計
画
区
域｣

と
い
う
。)

二

計
画
区
域
に
お
け
る
質
の
高
い
自
然
体
験
活
動
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

三

自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
の
目
標

四

前
号
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
の
内
容
及
び
実
施
主
体

五

計
画
期
間

六

そ
の
他
規
則
で
定
め
る
事
項

３

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
自

然
体
験
活
動
促
進
計
画
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

一

公
園
計
画
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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二

当
該
自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
の
実
施
が
計
画
区
域
に
お
け
る
質
の
高
い
自
然
体
験
活
動
の
促

進
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

三

当
該
自
然
公
園
の
保
護
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

円
滑
か
つ
確
実
に
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４

知
事
は
、
当
該
自
然
公
園
の
保
護
又
は
利
用
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要

な
限
度
に
お
い
て
、
前
項
の
認
定
に
条
件
を
付
し
、
及
び
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

知
事
は
、
第
三
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
認
定
に
係
る

自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
の
概
要
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

認
定
を
受
け
た
自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
の
変
更)

第
二
十
三
条
の
八

前
条
第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
の
変
更
を
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
第
二
十
三
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
に
お
い
て
当
該
変
更
に
係
る
自
然
体
験

活
動
促
進
計
画
を
作
成
し
、
当
該
協
議
会
の
構
成
員
で
あ
る
市
町
村
及
び
当
該
自
然
体
験
活
動
促
進

計
画
に
記
載
さ
れ
た
自
然
体
験
活
動
促
進
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
共
同
で
、
知
事
の
認

定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

２

前
条
第
三
項
の
認
定(

前
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。)

を
受
け
た
者
は
、
前
項
た

だ
し
書
の
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
変
更
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(

認
定
の
取
消
し)

第
二
十
三
条
の
九

知
事
は
、
第
二
十
三
条
の
七
第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
自
然
体
験
活
動
促
進
計
画

(

変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て｢

認
定
自
然
体
験
活
動

促
進
計
画｣

と
い
う
。)

が
第
二
十
三
条
の
七
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る

も
の
と
す
る
。

(

報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査)

第
二
十
三
条
の
十

知
事
は
、
こ
の
章
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
第
二
十
三
条
の
七

第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
者
に
対
し
、
認
定
自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
の
実
施
状
況
そ
の
他
必
要
な

事
項
に
関
し
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
認
定
自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
に
係
る
土
地
若
し

く
は
建
物
内
に
立
ち
入
り
、
認
定
自
然
体
験
活
動
促
進
計
画
に
係
る
工
作
物
、
書
類
そ
の
他
の
物
件

を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者

に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な

い
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中｢

第
三
十
一
条
第
一
号｣

を｢

第
三
十
一
条
第
一
項
第
一
号｣

に
改
め
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中｢

次
条
各
号｣

を｢

次
条
第
一
項
各
号｣

に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
六
号
中｢

前
各
号｣

を｢

前
二
号｣

に
改

め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

公
園
管
理
団
体
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

一

自
然
公
園
の
保
護
と
そ
の
適
正
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
情
報
又
は
資
料
を
収
集
し
、
及
び
提

供
す
る
こ
と
。

二

自
然
公
園
の
保
護
と
そ
の
適
正
な
利
用
の
推
進
に
関
し
必
要
な
助
言
及
び
指
導
を
行
う
こ
と
。

三

自
然
公
園
の
保
護
と
そ
の
適
正
な
利
用
の
推
進
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

第
三
十
二
条
中｢

前
条
第
一
号｣

を｢

前
条
第
一
項
第
一
号｣

に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

利
用
の
増
進
の
た
め
の
情
報
の
提
供
等)

第
三
十
六
条
の
二

県
は
、
自
然
公
園
の
利
用
の
増
進
に
資
す
る
た
め
、
県
内
外
に
お
け
る
自
然
公
園

に
関
す
る
情
報
の
提
供
及
び
普
及
宣
伝
を
行
う
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
七
条
第
一
項
中｢

第
十
条
第
四
項
第
七
号｣

を｢

第
十
条
第
四
項
第
八
号｣

に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
中｢

第
八
条
の
六
第
一
項
又
は
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た｣

を｢

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た｣

に
改
め
、
同
条
に
次

の
各
号
を
加
え
る
。

一

第
八
条
の
六
第
一
項
又
は
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

二

第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

第
四
十
条
中｢

該
当
す
る｣

の
下
に｢

場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た｣

を
加
え
、
同
条
第
一

号
中

｢

第
八
条
第
六
項｣

を

｢

第
八
条
第
三
項
の
認
可
を
受
け
た
者
が
、
同
条
第
六
項｣

に
、｢

者

(

同
条
第
三
項
の
認
可
を
受
け
た
者
に
限
る
。)｣

を｢

と
き
。｣

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中｢

者｣

を

｢

と
き
。｣

に
改
め
、
同
条
第
三
号
中｢

第
九
条
第
四
項
又
は｣

を
削
り
、｢

者｣

を｢

と
き
。｣

に
改
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め
、
同
条
第
四
号
及
び
第
五
号
中｢

者｣

を｢

と
き
。｣

に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
及
び
第
四
十
二
条
中｢

者｣

を｢

と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者｣

に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
中｢

該
当
す
る｣

の
下
に｢

場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た｣

を
加
え
、
同
条
第

一
号
中｢

第
八
条
の
七
第
一
項｣

を｢

第
八
条
の
十
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
七
条
第
一
項

若
し
く
は
第
二
十
三
条
の
十
第
一
項｣

に
、｢

同
項｣

を｢

こ
れ
ら｣

に
、｢

者｣

を｢

と
き
。｣

に
改

め
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中｢

者｣

を｢

と
き
。｣

に
改
め
、
同
条
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
五

号
中｢

者｣

を｢

と
き
。｣
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中｢

者｣

を｢

と
き
。｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中｢

者｣

を｢

と
き
。｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条

第
六
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中｢
者｣
を｢

と
き
。｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第

九
号
中｢

者｣

を｢

と
き
。｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
十
号
中｢

同
条
第
一
項

第
二
号｣

の
下
に｢

又
は
第
三
号｣

を
加
え
、｢
者｣

を｢

と
き
。｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と

し
、
同
条
第
十
一
号
中｢

者｣

を｢

と
き
。｣
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
す
る
。

第
四
十
五
条
中｢

該
当
す
る｣

の
下
に｢

場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た｣

を
加
え
、
同
条
第

一
号
中｢

第
八
条
第
九
項｣

を｢

第
八
条
第
三
項
の
認
可
を
受
け
た
者
が
、
同
条
第
九
項｣

に
、｢

者

(

第
八
条
第
三
項
の
認
可
を
受
け
た
者
に
限
る
。)｣

を｢

と
き
。｣

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中｢

者｣

を｢

と
き
。｣

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

岐
阜
県
民
生
委
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
十
月
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
三
十
六
号

岐
阜
県
民
生
委
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

岐
阜
県
民
生
委
員
定
数
条
例(

平
成
二
十
六
年
岐
阜
県
条
例
第
六
十
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

本
則
の
表
大
垣
市
の
項
中｢

三
五
九
人｣

を｢

三
六
七
人｣

に
改
め
、
同
表
高
山
市
の
項
中｢

二
二

七
人｣

を｢

二
二
八
人｣

に
改
め
、
同
表
関
市
の
項
中｢

二
〇
一
人｣

を｢

二
〇
二
人｣

に
改
め
、
同

表
各
務
原
市
の
項
中｢

二
三
〇
人｣

を｢

二
三
一
人｣

に
改
め
、
同
表
瑞
穂
市
の
項
中｢

八
二
人｣

を

｢

八
三
人｣

に
改
め
、
同
表
飛�
市
の
項
中｢

八
二
人｣

を｢

八
一
人｣

に
改
め
、
同
表
神
戸
町
の
項

中｢

三
四
人｣

を｢

三
九
人｣

に
改
め
、
同
表
輪
之
内
町
の
項
中｢

二
〇
人｣

を｢

二
二
人｣

に
改
め
、

同
表
揖
斐
川
町
の
項
中｢

七
三
人｣

を｢

七
〇
人｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

岐
阜
県
公
の
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
十
月
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
三
十
七
号

岐
阜
県
公
の
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

岐
阜
県
公
の
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例(

昭
和
三
十
九
年
岐
阜
県
条
例
第
一
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
岐
阜
県
立
ひ
ま
わ
り
の
丘
の
項
中｢

及
び
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的

に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
五
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設｣

を
削
る
。

別
表
第
三
岐
阜
県
立
ひ
ま
わ
り
の
丘(

以
下
こ
の
項
に
お
い
て｢

施
設｣

と
い
う
。)

の
項
業
務
の

範
囲
の
欄
第
三
号
を
削
り
、
同
欄
第
四
号
中｢

及
び
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
い
う
知
的
障
害
者
の
う
ち

十
八
歳
以
上
で
あ
る
者｣

を
削
り
、
同
号
を
同
欄
第
三
号
と
し
、
同
欄
第
五
号
中｢

前
各
号｣

を｢

前

三
号｣

に
改
め
、
同
号
を
同
欄
第
四
号
と
し
、
同
項
管
理
の
基
準
の
欄
第
一
号
中｢

の
う
ち
入
所
施
設｣

を
削
り
、
同
欄
第
二
号
を
削
り
、
同
欄
第
三
号
中｢

の
う
ち
入
所
施
設｣

を
削
り
、
同
号
を
同
欄
第
二

号
と
し
、
同
欄
第
四
号
を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

岐
阜
県
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
十
月
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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岐
阜
県
条
例
第
三
十
八
号

岐
阜
県
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

岐
阜
県
証
紙
条
例(

昭
和
三
十
九
年
岐
阜
県
条
例
第
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
使
用
料
及
び
手
数
料
を
納
付
し
よ
う
と
す
る
者
が
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り

納
付
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

自
ら
納
付
す
る
方
法
で
あ
つ
て
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
も
の
そ
の
他
の
情
報
通
信

技
術
を
利
用
す
る
も
の
で
規
則
で
定
め
る
も
の

二

地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
に
当
該
使
用

料
又
は
手
数
料
の
納
付
を
委
託
し
て
納
付
す
る
方
法

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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